
JP 2020-75813 A 2020.5.21

10

(57)【要約】
【課題】本発明は穴あけユニット用の自動化多芯動力ケ
ーブル設備を開示した。
【解決手段】整経台を含み、前記整経台の中にはルフト
スペースが内設され、前記リフトスペースの中にはリフ
ト機構が内設され、前記リフトスペースの下端壁の中に
は交換機構が内設され、前記リフトスペースの上端壁に
は上端壁が外界空間と連通する移動スペースが内設され
、前記移動スペースの右端壁には移動モータが固定接続
され、この装置は構造が簡単で、操作が便利で、リフト
機構の作用によって回転している巻軸とリールとをサポ
ートし、これにより装置の安定性を改善し、同時に巻軸
にケーブルが巻かれて重量が次第に増加している時、リ
フト機構の作用によって巻軸から駆動軸とプッシュ軸と
に対する剪断応力を弱め、これにより軸の使用寿命を増
加し、機械的動力伝達によって巻軸を自動に交換でき、
これにより加工効率を高め、労働力を節約する。
【選択図】図1
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
整経台を含み、前記整経台の中にはリフトスペースが内設され、前記リフトスペースの中
にはリフト機構が内設され、前記リフトスペースの下端壁の中には交換機構が内設され、
前記リフトスペースの上端壁には上端壁が外界空間と連通する移動スペースが内設され、
前記移動スペースの右端壁には移動モータが固定接続され、前記移動モータの左端面には
移動軸が動力が伝達できるように接続され、前記移動軸の左端には上端が前記移動スペー
スの上端壁を貫通し且つ外界空間に位置する移動柱が螺合接続され、前記移動スペースの
中に位置する前記移動柱の左端面には前記移動ボードが固定接続され、前記移動ボードの
上端面の中には上端壁が外界空間と連通するリミットスロットが内設され、前記移動ボー
ドの中には上端壁が前記リミットスロットと連通し且つ下端壁が前記移動スペースの下端
壁と前記移動ボードの下端面とを貫通して前記リフトスペースと連通するリフトスロット
が内設され、前記整経台の上端面には支持柱が固定接続され、前記支持柱の中には駆動ス
ペースが内設され、前記駆動スペースの中には駆動ボードがスライドできるように接続さ
れ、前記駆動ボードの上端面には駆動モータが固定接続され、前記駆動モータの右端面に
は右端が前記駆動スペースの右端壁を貫通し且つ外界空間に位置する駆動軸が動力が伝達
できるように接続され、前記駆動軸の右端にはプッシュボードが上下対称で固定接続され
、前記駆動ボードの下端面には下端が前記駆動スペースの下端壁と前記リフトスペースの
上端壁とを貫通し且つ前記リフトスペースの中に位置する駆動レバーが固定接続され、前
記移動柱の中には移動スロットが内設され、前記移動スロットの中には移動ブロックがス
ライドできるように接続され、前記移動ブロックの左端には左端が前記移動スロットの左
端壁を貫通し且つ外界空間に位置するプッシュ軸が軸受を介して接続され、前記プッシュ
軸の左端の中には接続機構が内設され、前記移動ブロックの下端面には下端が前記移動ス
ロットの下端壁と前記リフトスペースの上端壁を貫通し且つ前記リフトスペースの中に位
置する移動レバーが固定接続され、前記支持柱の右側には巻軸が設置され、前記巻軸の左
右両端にはリールが固定接続され、前記巻軸の左側の前記リールの中には伝達機構が内設
され、前記巻軸の右側の前記リールの中には右端壁が外界空間と連通する接続スロットが
内設され、前記プッシュ軸の左端が前記接続スロットの右端壁を貫通し且つ前記接続スロ
ットの中に位置し、前記接続スロットの上下端壁には前記プッシュ軸に近接する端壁が前
記接続スロットに連通する収容スロットが対称で設置されることを特徴とする穴あけユニ
ット用の自動化多芯動力ケーブル設備である。
【請求項２】
前記整経台の右端面には警告機構が設置され、前記リフト機構はリフトボードを含み、前
記リフトスペースの中には前記リフトボードがスライドできるように接続され、前記リフ
トボードの下端面には従動電磁石が固定接続され、前記リフトスペースの下端壁には主動
電磁石が固定接続され、前記リフトボードの下端面には前記従動電磁石を中心として左右
対称してリフトばねが固定接続され、前記リフトばねの下端が前記リフトスペースの下端
壁と固定接続され、前記リフトボードの上端面には左右対称してリフトボードが固定接続
され、前記リフトブロックの上端面には左右対称してリフト柱が固定接続され、且つ二つ
の前記リフト柱の間にはリフト軸が固定接続され、前記リフト軸の軸体には支持輪が軸受
によって接続され、前記リフトブロックのうち前記リフトスペースの中心から遠離する一
側には前記リフトボードの上端面と固定接続される固定ブロックが設置され、前記固定ブ
ロックの中には上端壁が前記リフトスペースと連通するばねスロットが設置され、前記ば
ねスロットの下端壁には接続ばねが固定接続され、前記駆動レバーの下端が前記リフトボ
ードの上端面の左側の前記ばねスロットの上端壁を貫通し且つ前記接続ばねと固定接続さ
れることを特徴とする請求項１に記載の穴あけユニット用の自動化多芯動力ケーブル設備
である。
【請求項３】
前記移動レバーの下端が前記リフトボードの上端面右側の前記ばねスロットの上端壁を貫
通し且つ前記接続ばねと固定接続され、前記交換機構はラックスペースを含み、前記リフ
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トスペースの下端壁の中にはラックスペースが内設され、前記ラックスペースの左右端壁
の間にはラック軸が回転できるように接続され、前記ラック軸の軸体にはラックギアが固
定接続され、前記ラックギアの上端には従動ラックが噛合接続され、前記ラックギアの下
側には前記ラックスペースとスライドできるように接続される主動ラックが噛合接続され
、前記従動ラックの後端には下端が前記ラックスペースとスライドできるように接続され
る支持ブロックが固定接続され、前記支持ブロックの後端と前記ラックスペースの後端壁
との間には伸縮ばねが固定接続され、前記リフトスペースの後端壁の中には上端壁が外界
空間と連通する昇降スペースが内設され、前記昇降スペースの下端壁には昇降ばねが固定
接続され、前記昇降ばねの上端には上端が前記昇降スペースの上端壁を貫通し且つ外界空
間に位置する遮断ブロックが固定接続され、前記遮断ブロックの中には前端壁が外界空間
と連通する回転スロットが設置され、前記回転スロットの左右端壁の間には回転軸が固定
接続され、前記回転軸の軸体にはトーションスプリング（付図には示していない）によっ
て回転ボードが接続され、前記回転ボードの上端には下端が前記回転スロットの下端壁と
前記リフトスペースの後端壁とを貫通し且つ前記リフトボードの下端面と固定接続される
紐が固定接続され、前記従動ラックの後端には後端が前記ラックスペースの後端壁と前記
昇降スペースの下端壁とを貫通し且つ前記遮断ブロックと固定接続されるロープが固定接
続され、前記昇降スペースの後端壁の中には上端壁が外界空間と連通する回転スペースが
設置され、前記回転スペースの左右端壁の間には従動軸が回転できるように接続され、前
記従動軸の軸体にはトーションスプリング（付図には示していない）によって従動ボード
が接続され、前記移動スペースの前端壁の中には上端壁が外界空間と連通する昇降スロッ
トが設置され、前記昇降スロットの中には昇降ボードがスライドできるように接続され、
前記昇降ボードの下端面には下端が前記昇降スロットの下端壁と前記回転スペースの下端
壁とを貫通し且つ前記従動ボードの後端と固定接続されるチェーンが固定接続され、前記
昇降ボードの下端面には下端が前記昇降スロットの下端壁と固定接続される圧縮ばねが前
記チェーンを中心として前後対称して固定接続され、前記チェーンの後側には上端が前記
昇降ボードと固定接続され且つ下端が前記昇降スロットの下端壁と前記ラックスペースの
前端壁とを貫通し且つ前記主動ラックの前端と固定接続される麻縄が設置されることを特
徴とする請求項１に記載の穴あけユニット用の自動化多芯動力ケーブル設備である。
【請求項４】
前記接続機構が接続スペースを含み、前記プッシュ軸の左端の中には接続スペースが設置
され、前記接続スペースの左端壁の中には前記接続スロットと前記接続スペースとを連通
する貫通穴が設置され、前記貫通穴の上端壁には下端壁が前記貫通穴を連通するばねスペ
ースを含み、前記接続スペースの中には左端が前記貫通穴の左右端壁を貫通し且つ前記接
続スロットの中に位置する押圧レバーが設置され、前記押圧レバーの右端には主動テーパ
ーブロックが固定接続され、前記接続スペースの右端壁の中にはプッシュスペースが設置
され、前記プッシュスペースの中には左端が前記プッシュスペースの左端壁を貫通し且つ
前記接続スペースの中に位置するプッシュレバーが固定接続され、前記プッシュレバーの
左端には従動テーパーブロックが固定接続され、前記接続スペースの後端壁の中にはプッ
シュスロットが設置され、前記プッシュスロットの前端面の左側が前記貫通穴と連通し、
前記プッシュスロットの前端壁の右側が前記プッシュスペースと連通し、前記プッシュス
ペースの上下端壁の間には旋転軸が固定接続され、前記旋転軸の軸体には前端が前記プッ
シュレバーと噛合接続されるプッシュギアが固定接続され、前記プッシュギアの後端には
プッシュ柱が噛合接続され、前記プッシュ柱の右端には後端が前記プッシュスペースの後
端壁を貫通し且つ前記プッシュスロットの中に位置する接続レバーが固定接続され、前記
プッシュスロットの中に位置する前記接続レバーの後端には接続柱が固定接続され、前記
接続柱の左端には前端が前記プッシュスロットの前端壁の左側を貫通し且つ前記押圧レバ
ーと固定接続されるタンデムバーが固定接続され、前記接続スペースの上下端壁の中には
パンスペースが対称で設置され、前記パンスペースの中には前記接続スペースから遠離す
る一端が前記パンスペースのうち前記接続スペースから遠離する端壁を貫通し且つ前記接
続スロットの中に位置する収納レバーが設置され、前記収納レバーのうち前記接続スペー
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スに近接する一端が前記パンスペースのうち前記接続スペースに近接する端壁を貫通し且
つ前記接続スペースの中に位置し、前記収納レバーのうち前記接続スペースに近接する一
端には前記主動テーパーブロックと前記従動テーパーブロックと接触し接続されるプッシ
ュブロックが固定接続され、前記パンスペースの中に位置する前記収納レバーには前記パ
ンスペースとスライドできるように接続される押圧ボードが左右対称して固定接続され、
前記押圧ボードのうち前記接続スペースから遠離する端面には前記パンスペースの端壁と
固定接続される突出しばねが固定接続され、前記収納レバーのうち前記接続スペースから
遠離する一端の中には前記接続スペースから遠離する端壁が前記接続スロットと連通する
突出しスロットが設置され、前記突出しスロットのうち前記接続スペースに近接する端壁
には固定ばねが固定接続され、前記固定ばねのうち前記接続スペースから遠離する一端に
は前記突出しスロットのうち前記接続スペースから遠離する端壁を貫通し且つ前記接続ス
ロットの中に位置する突出しブロックが固定接続されることを特徴とする請求項１に記載
の穴あけユニット用の自動化多芯動力ケーブル設備である。
【請求項５】
前記伝達機構は伝達スペースを含み、前記巻軸の左側の前記リールの中には左端壁が外界
空間と連通する伝達スペースが設置され、前記伝達スペースの上端壁の中には下端壁が前
記伝達スペースと連通するターンスペースが設置され、前記ターンスペースの左端壁の中
には下端壁が前記伝達スペースと連通する伝達スロットが設置され、前記伝達スペースの
中には上端が前記ターンスペースの下端壁を貫通し且つターンスペースの中に位置する伝
達ボードがスライドできるように接続され、前記駆動軸の右端が前記伝達スペースの左端
壁を貫通し且つ前記伝達ボードと固定接続され、前記ターンスペースの前後端壁の間には
ターン軸が回転できるように接続され、前記ターン軸の軸体にはターンギアが固定接続さ
れ、前記ターンギアの下端が前記伝達ボードの上端と噛合接続され、前記ターンギアの上
端には左端が前記ターンスペースの左端壁を貫通し且つ前記伝達スロットの中に位置する
ターンレバーが噛合接続され、前記伝達スロットの中には下端が前記伝達スロットの下端
壁を貫通し且つ前記伝達スペースの中に位置する伝達ブロックがスライドできるように接
続され、前記伝達ブロックの上端の中には左右端壁と下端壁とがいずれも前記伝達スロッ
トと連通するパンスロットが設置され、前記パンスロットの中には左右両端がそれぞれ前
記パンスロットの左右端壁を貫通し且つ前記伝達スロットとスライドできるように接続さ
れるパンボードがスライドできるように接続され、前記パンボードの上端面には上端が前
記パンスロットの上端壁を貫通し且つ前記伝達スロットの中に位置するパンブロックが固
定接続され、前記パンブロックの上端面には回型ブロックが固定接続され、前記回型ブロ
ックの上端面には上端が前記伝達スロットの上端壁と固定接続される旋転ばねが固定接続
され、前記回型ブロックの中には左右端壁が前記伝達スロットと連通する貫通スペースが
設置され、前記ターンレバーの左端が前記貫通スペースの左右端壁を貫通し且つ前記伝達
スロットの中に位置し、前記ターンレバーの左端には右端が前記貫通スペースの左端壁を
貫通し且つ前記貫通スペースの中に位置する三角ブロックが固定接続され、前記伝達スペ
ースの右端壁と前記伝達ボードとの間には前記従動ばねが固定接続され、前記旋転ばねが
ずっと圧縮状態にあることを特徴とする請求項１に記載の穴あけユニット用の自動化多芯
動力ケーブル設備である。
【請求項６】
前記警告機構はブザーを含み、前記整経台の右端面の中には発音体が設置され、前記整経
台の右端面には前記ブザーが固定接続され、前記ブザーと前記発音体との間はデータライ
ンを介して接続され、その作用は巻軸を取り替えた後、ブザーが作動して装置の取り付け
の完了を提示することであることを特徴とする請求項１に記載の穴あけユニット用の自動
化多芯動力ケーブル設備である。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明はケーブル製造分野に関し、具体的には穴あけユニット用の自動化多芯動力ケーブ
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ル設備のである。
【背景技術】
【０００２】
科学技術の発展や社会の進歩に伴って、ケーブルの使用量がますます高まっています。現
段階における穴あけユニット用の多芯動力ケーブルは複数のケーブルから組み合わせられ
、ケーブルの製造中では特に最後のケーブルを巻く工程で、ケーブルから受ける付勢力が
軸の使用寿命に大きな影響を及ぼし、且つ現在のこういうタイプのローラーを交換する工
程は一般に大型機械を通じて操作し、作業量をひどく増加し、作業効率を下げる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】中国特許出願公開第105207115号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
本発明が解決する技術問題は穴あけユニット用の自動化多芯動力ケーブル設備を提供し、
上記した技術的問題を解決する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本発明は下記の技術プランを通じて実現される：本発明の穴あけユニット用の自動化多芯
動力ケーブル設備は、整経台を含み、前記整経台の中にはリフトスペースが内設され、前
記リフトスペースの中にはリフト機構が内設され、前記リフトスペースの下端壁の中には
交換機構が内設され、前記リフトスペースの上端壁には上端壁が外界空間と連通する移動
スペースが内設され、前記移動スペースの右端壁には移動モータが固定接続され、前記移
動モータの左端面には移動軸が動力が伝達できるように接続され、前記移動軸の左端には
上端が前記移動スペースの上端壁を貫通し且つ外界空間に位置する移動柱が螺合接続され
、前記移動スペースの中に位置する前記移動柱の左端面には前記移動ボードが固定接続さ
れ、前記移動ボードの上端面の中には上端壁が外界空間と連通するリミットスロットが内
設され、前記移動ボードの中には上端壁が前記リミットスロットと連通し且つ下端壁が前
記移動スペースの下端壁と前記移動ボードの下端面とを貫通して前記リフトスペースと連
通するリフトスロットが内設され、前記整経台の上端面には支持柱が固定接続され、前記
支持柱の中には駆動スペースが内設され、前記駆動スペースの中には駆動ボードがスライ
ドできるように接続され、前記駆動ボードの上端面には駆動モータが固定接続され、前記
駆動モータの右端面には右端が前記駆動スペースの右端壁を貫通し且つ外界空間に位置す
る駆動軸が動力が伝達できるように接続され、前記駆動軸の右端にはプッシュボードが上
下対称で固定接続され、前記駆動ボードの下端面には下端が前記駆動スペースの下端壁と
前記リフトスペースの上端壁とを貫通し且つ前記リフトスペースの中に位置する駆動レバ
ーが固定接続され、前記移動柱の中には移動スロットが内設され、前記移動スロットの中
には移動ブロックがスライドできるように接続され、前記移動ブロックの左端には左端が
前記移動スロットの左端壁を貫通し且つ外界空間に位置するプッシュ軸が軸受を介して接
続され、前記プッシュ軸の左端の中には接続機構が内設され、前記移動ブロックの下端面
には下端が前記移動スロットの下端壁と前記リフトスペースの上端壁を貫通し且つ前記リ
フトスペースの中に位置する移動レバーが固定接続され、前記支持柱の右側には巻軸が設
置され、前記巻軸の左右両端にはリールが固定接続され、前記巻軸の左側の前記リールの
中には伝達機構が内設され、前記巻軸の右側の前記リールの中には右端壁が外界空間と連
通する接続スロットが内設され、前記プッシュ軸の左端が前記接続スロットの右端壁を貫
通し且つ前記接続スロットの中に位置し、前記接続スロットの上下端壁には前記プッシュ
軸に近接する端壁が前記接続スロットに連通する収容スロットが対称で設置され、前記整
経台の右端面には警告機構が設置される。
【０００６】
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優先的には、前記リフト機構はリフトボードを含み、前記リフトスペースの中には前記リ
フトボードがスライドできるように接続され、前記リフトボードの下端面には従動電磁石
が固定接続され、前記リフトスペースの下端壁には主動電磁石が固定接続され、前記リフ
トボードの下端面には前記従動電磁石を中心として左右対称してリフトばねが固定接続さ
れ、前記リフトばねの下端が前記リフトスペースの下端壁と固定接続され、前記リフトボ
ードの上端面には左右対称してリフトボードが固定接続され、前記リフトブロックの上端
面には左右対称してリフト柱が固定接続され、且つ二つの前記リフト柱の間にはリフト軸
が固定接続され、前記リフト軸の軸体には支持輪が軸受によって接続され、前記リフトブ
ロックのうち前記リフトスペースの中心から遠離する一側には前記リフトボードの上端面
と固定接続される固定ブロックが設置され、前記固定ブロックの中には上端壁が前記リフ
トスペースと連通するばねスロットが設置され、前記ばねスロットの下端壁には接続ばね
が固定接続され、前記駆動レバーの下端が前記リフトボードの上端面の左側の前記ばねス
ロットの上端壁を貫通し且つ前記接続ばねと固定接続され、前記移動レバーの下端が前記
リフトボードの上端面右側の前記ばねスロットの上端壁を貫通し且つ前記接続ばねと固定
接続される。
【０００７】
優先的には、前記交換機構はラックスペースを含み、前記リフトスペースの下端壁の中に
はラックスペースが内設され、前記ラックスペースの左右端壁の間にはラック軸が回転で
きるように接続され、前記ラック軸の軸体にはラックギアが固定接続され、前記ラックギ
アの上端には従動ラックが噛合接続され、前記ラックギアの下側には前記ラックスペース
とスライドできるように接続される主動ラックが噛合接続され、前記従動ラックの後端に
は下端が前記ラックスペースとスライドできるように接続される支持ブロックが固定接続
され、前記支持ブロックの後端と前記ラックスペースの後端壁との間には伸縮ばねが固定
接続され、前記リフトスペースの後端壁の中には上端壁が外界空間と連通する昇降スペー
スが内設され、前記昇降スペースの下端壁には昇降ばねが固定接続され、前記昇降ばねの
上端には上端が前記昇降スペースの上端壁を貫通し且つ外界空間に位置する遮断ブロック
が固定接続され、前記遮断ブロックの中には前端壁が外界空間と連通する回転スロットが
設置され、前記回転スロットの左右端壁の間には回転軸が固定接続され、前記回転軸の軸
体にはトーションスプリング（付図には示していない）によって回転ボードが接続され、
前記回転ボードの上端には下端が前記回転スロットの下端壁と前記リフトスペースの後端
壁とを貫通し且つ前記リフトボードの下端面と固定接続される紐が固定接続され、前記従
動ラックの後端には後端が前記ラックスペースの後端壁と前記昇降スペースの下端壁とを
貫通し且つ前記遮断ブロックと固定接続されるロープが固定接続され、前記昇降スペース
の後端壁の中には上端壁が外界空間と連通する回転スペースが設置され、前記回転スペー
スの左右端壁の間には従動軸が回転できるように接続され、前記従動軸の軸体にはトーシ
ョンスプリング（付図には示していない）によって従動ボードが接続され、前記移動スペ
ースの前端壁の中には上端壁が外界空間と連通する昇降スロットが設置され、前記昇降ス
ロットの中には昇降ボードがスライドできるように接続され、前記昇降ボードの下端面に
は下端が前記昇降スロットの下端壁と前記回転スペースの下端壁とを貫通し且つ前記従動
ボードの後端と固定接続されるチェーンが固定接続され、前記昇降ボードの下端面には下
端が前記昇降スロットの下端壁と固定接続される圧縮ばねが前記チェーンを中心として前
後対称して固定接続され、前記チェーンの後側には上端が前記昇降ボードと固定接続され
且つ下端が前記昇降スロットの下端壁と前記ラックスペースの前端壁とを貫通し且つ前記
主動ラックの前端と固定接続される麻縄が設置される。
【０００８】
優先的には、前記接続機構が接続スペースを含み、前記プッシュ軸の左端の中には接続ス
ペースが設置され、前記接続スペースの左端壁の中には前記接続スロットと前記接続スペ
ースとを連通する貫通穴が設置され、前記貫通穴の上端壁には下端壁が前記貫通穴を連通
するばねスペースを含み、前記接続スペースの中には左端が前記貫通穴の左右端壁を貫通
し且つ前記接続スロットの中に位置する押圧レバーが設置され、前記押圧レバーの右端に
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は主動テーパーブロックが固定接続され、前記接続スペースの右端壁の中にはプッシュス
ペースが設置され、前記プッシュスペースの中には左端が前記プッシュスペースの左端壁
を貫通し且つ前記接続スペースの中に位置するプッシュレバーが固定接続され、前記プッ
シュレバーの左端には従動テーパーブロックが固定接続され、前記接続スペースの後端壁
の中にはプッシュスロットが設置され、前記プッシュスロットの前端面の左側が前記貫通
穴と連通し、前記プッシュスロットの前端壁の右側が前記プッシュスペースと連通し、前
記プッシュスペースの上下端壁の間には旋転軸が固定接続され、前記旋転軸の軸体には前
端が前記プッシュレバーと噛合接続されるプッシュギアが固定接続され、前記プッシュギ
アの後端にはプッシュ柱が噛合接続され、前記プッシュ柱の右端には後端が前記プッシュ
スペースの後端壁を貫通し且つ前記プッシュスロットの中に位置する接続レバーが固定接
続され、前記プッシュスロットの中に位置する前記接続レバーの後端には接続柱が固定接
続され、前記接続柱の左端には前端が前記プッシュスロットの前端壁の左側を貫通し且つ
前記押圧レバーと固定接続されるタンデムバーが固定接続され、前記接続スペースの上下
端壁の中にはパンスペースが対称で設置され、前記パンスペースの中には前記接続スペー
スから遠離する一端が前記パンスペースのうち前記接続スペースから遠離する端壁を貫通
し且つ前記接続スロットの中に位置する収納レバーが設置され、前記収納レバーのうち前
記接続スペースに近接する一端が前記パンスペースのうち前記接続スペースに近接する端
壁を貫通し且つ前記接続スペースの中に位置し、前記収納レバーのうち前記接続スペース
に近接する一端には前記主動テーパーブロックと前記従動テーパーブロックと接触し接続
されるプッシュブロックが固定接続され、前記パンスペースの中に位置する前記収納レバ
ーには前記パンスペースとスライドできるように接続される押圧ボードが左右対称して固
定接続され、前記押圧ボードのうち前記接続スペースから遠離する端面には前記パンスペ
ースの端壁と固定接続される突出しばねが固定接続され、前記収納レバーのうち前記接続
スペースから遠離する一端の中には前記接続スペースから遠離する端壁が前記接続スロッ
トと連通する突出しスロットが設置され、前記突出しスロットのうち前記接続スペースに
近接する端壁には固定ばねが固定接続され、前記固定ばねのうち前記接続スペースから遠
離する一端には前記突出しスロットのうち前記接続スペースから遠離する端壁を貫通し且
つ前記接続スロットの中に位置する突出しブロックが固定接続される。
【０００９】
優先的には、前記伝達機構は伝達スペースを含み、前記巻軸の左側の前記リールの中には
左端壁が外界空間と連通する伝達スペースが設置され、前記伝達スペースの上端壁の中に
は下端壁が前記伝達スペースと連通するターンスペースが設置され、前記ターンスペース
の左端壁の中には下端壁が前記伝達スペースと連通する伝達スロットが設置され、前記伝
達スペースの中には上端が前記ターンスペースの下端壁を貫通し且つターンスペースの中
に位置する伝達ボードがスライドできるように接続され、前記駆動軸の右端が前記伝達ス
ペースの左端壁を貫通し且つ前記伝達ボードと固定接続され、前記ターンスペースの前後
端壁の間にはターン軸が回転できるように接続され、前記ターン軸の軸体にはターンギア
が固定接続され、前記ターンギアの下端が前記伝達ボードの上端と噛合接続され、前記タ
ーンギアの上端には左端が前記ターンスペースの左端壁を貫通し且つ前記伝達スロットの
中に位置するターンレバーが噛合接続され、前記伝達スロットの中には下端が前記伝達ス
ロットの下端壁を貫通し且つ前記伝達スペースの中に位置する伝達ブロックがスライドで
きるように接続され、前記伝達ブロックの上端の中には左右端壁と下端壁とがいずれも前
記伝達スロットと連通するパンスロットが設置され、前記パンスロットの中には左右両端
がそれぞれ前記パンスロットの左右端壁を貫通し且つ前記伝達スロットとスライドできる
ように接続されるパンボードがスライドできるように接続され、前記パンボードの上端面
には上端が前記パンスロットの上端壁を貫通し且つ前記伝達スロットの中に位置するパン
ブロックが固定接続され、前記パンブロックの上端面には回型ブロックが固定接続され、
前記回型ブロックの上端面には上端が前記伝達スロットの上端壁と固定接続される旋転ば
ねが固定接続され、前記回型ブロックの中には左右端壁が前記伝達スロットと連通する貫
通スペースが設置され、前記ターンレバーの左端が前記貫通スペースの左右端壁を貫通し
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且つ前記伝達スロットの中に位置し、前記ターンレバーの左端には右端が前記貫通スペー
スの左端壁を貫通し且つ前記貫通スペースの中に位置する三角ブロックが固定接続され、
前記伝達スペースの右端壁と前記伝達ボードとの間には前記従動ばねが固定接続され、前
記旋転ばねがずっと圧縮状態にある。
【００１０】
有益的には、前記警告機構はブザーを含み、前記整経台の右端面の中には発音体が設置さ
れ、前記整経台の右端面には前記ブザーが固定接続され、前記ブザーと前記発音体との間
はデータラインを介して接続され、その作用は巻軸を取り替えた後、ブザーが作動して装
置の取り付けの完了を提示することである。
【発明の効果】
【００１１】
現在の技術と比べ、本発明の有益効果は：本発明は作動する中、巻軸とリールがパンボー
ドの上側に位置する時、移動モータが作動し、これにより移動軸を回転駆動させ、これに
より移動柱が左へ運動し、これによりプッシュ軸が左へ運動し、プッシュ軸の左端が接続
スロットの中に進入し、プッシュ軸の運動に連動させられて押圧レバーが右へ運動し、こ
れにより主動テーパーブロックが右へ運動し、同時に押圧レバーの運動によってタンデム
レバーと接続柱と接続レバーとプッシュ柱を連動させて右へ運動させ、これによりプッシ
ュギアを回転駆動させ、これによりプッシュレバーを左へ運動させ、これにより従動テー
パーブロックを連動させて左へ運動させ、これによりプッシュブロックを連動させて接続
スペースの中心から遠離する方向へ運動させ、これにより収納レバーを連動させて接続ス
ペースの中心から遠離する方向へ運動させ、これにより突出しブロックを連動させて収納
スロットに進入させ、プッシュ軸が左へ運動してリールを動かす時、駆動軸の右端が伝達
スペースの中に進入し、これにより伝達ボードを連動させて右へ運動させ、これによりタ
ーンギアを回転駆動させ、これによりターンレバーを連動させて左へ運動させ、これによ
り三角ブロックを連動させて次第に貫通スペースから遠離させ、これにより旋転ばねによ
って回型ブロックを連動させて下へ運動させ、これにより伝達ブロックを連動させて下へ
運動させ、これにより伝達ブロックをプッシュボードと当接させ、上記二つのプロセスが
完了した時、リミットスロットの左端壁と巻軸の左側のリールの左端面との間に一定の距
離があり、同時に移動ボードの中に位置するリフトスロットがリフトスペースと連通し、
この時主動電磁石と従動電磁石が作動を停止し、これによりリフトばねによってリフトボ
ードを連動させて上昇させ、これにより固定ブロックとリフトブロックとを連動させて上
昇させ、これにより駆動レバーと移動レバーとを連動させて上昇させ、これにより駆動ボ
ードと、巻軸と、移動ブロックとを上昇させ、同時に支持輪をリフトスロットに通過させ
てリールの下端と接触させ、この時紐が引き締まり、この時駆動モータが作動し、駆動軸
の伝動によってリールと巻軸とを連動させて回転させ、これによりケーブルを巻き始め、
ケーブルが巻くほど巻き軸に対する付勢力が大きく、これによりリフトばねを連動させて
圧縮させ、リールの下端面が移動ボードの上端面と接触する時、主動電磁石と従動電磁石
とが作動し、これによりリフトボードを連動させて次第に下降させ、これにより支持輪を
連動させてリフトスロットから離れさせ、駆動モータが作動を停止し、移動モータが逆方
向で回転し、これにより移動軸を逆方向で回転させ、これにより移動柱と移動ボードとを
連動させて右へ運動させ、これによりプッシュ軸を連動させて右へ運動させ、押圧レバー
が比較的に左へ運動することにつれて、これにより前記主動テーパーブロックと前記従動
テーパーブロックとが連動させられて接続スペースの中心から遠離する方向へ運動し、こ
れにより突出しブロックを連動させて収納スロットから遠離させ、突出しブロックが収納
スロットから離れる時、リミットスロットの左端壁と巻軸の左側のリールの左端面とが接
触し、これにより伝達ボードを連動させて従動ばねの付勢力のもとで左へ運動させ、これ
により三角ブロックを連動させて右へ運動して次第に貫通スペースに進入させ、これによ
り回型ブロックと伝達ブロックとを連動させて上へ運動して伝達スペースから離れさせ、
これにより駆動軸が伝達スペースから離れた後、移動モータが作動を停止し、同時にリフ
トボードの下降によって紐を緩め、これにより回転ボードがトーションスプリング（付図
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には示していない）の作用のもとで回転し、これによりケーブルがいっぱい巻かれたリー
ルを動かして前へ運動させ、これによりケーブルがいっぱい巻かれたリールが昇降ボード
の上側まで運動させ、これにより昇降ボードを連動させて下降させ、これによりチェーン
と麻縄とを緩め、これにより主動ラックを伸縮ばねの作用のもとで後へ運動させ、これに
よりラックギアを回転駆動させ、これにより従動ラックを連動させて前へ運動させ、これ
によりロープの伝動により遮断ブロックを連動させて昇降スペースの中に進入させ、回転
ボードが圧されて回転スロットの中に戻り、チェーンが緩めになったため、従動ボードが
トーションスプリング（付図には示していない）の作用のもとで空の巻軸とリールとを連
動させて移動ボードの上側に移動させ、これにより上記プロセスを繰り返し、この装置は
構造が簡単で、操作が便利で、リフト機構の作用によって回転している巻軸とリールとを
サポートし、これにより装置の安定性を改善し、同時に巻軸にケーブルが巻かれて重量が
次第に増加している時、リフト機構の作用によって巻軸から駆動軸とプッシュ軸とに対す
る剪断応力を弱め、これにより軸の使用寿命を増加し、機械的伝達によって巻軸を自動に
交換でき、これにより加工効率を高め、労働力を節約する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は本発明の穴あけユニット用の自動化多芯動力ケーブル設備の全体断面の正
面構造図である。
【図２】図２は本発明の穴あけユニット用の自動化多芯動力ケーブル設備の全体断面の左
面構造図である。
【図３】図３は本発明の穴あけユニット用の自動化多芯動力ケーブル設備における接続機
構の全体断面の正面拡大構造図である。
【図４】図４は本発明の穴あけユニット用の自動化多芯動力ケーブル設備における動力伝
達機構の全体断面の正面拡大構造図である。
【図５】図５は本発明の穴あけユニット用の自動化多芯動力ケーブル設備における接続機
構の局部断面の俯瞰拡大構造図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
下記に本発明の実施例の中の附図を交え、本発明の実施例の技術方案を明確にはっきり説
明し、説明した実施例がただ本発明の一部分の実施例で、全部の実施例ではないである。
本発明の実施例に基づいて、本領域の普通技術者が創造的な労働を払わないことを前提に
得る全部のその他の実施例は本発明の保護範囲に所属する。
【００１４】
図1~5を参照し、本発明が提供する実施例は：穴あけユニット用の自動化多芯動力ケーブ
ル設備は、整経台1を含み、前記整経台1の中にはリフトスペース8が内設され、前記リフ
トスペース8の中にはリフト機構28が内設され、前記リフトスペース8の下端壁の中には交
換機構40が内設され、前記リフトスペース8の上端壁には上端壁が外界空間と連通する移
動スペース9が内設され、前記移動スペース9の右端壁には移動モータ30が固定接続され、
前記移動モータ30の左端面には移動軸29が動力が伝達できるように接続され、前記移動軸
29の左端には上端が前記移動スペース9の上端壁を貫通し且つ外界空間に位置する移動柱2
3が螺合接続され、前記移動スペース9の中に位置する前記移動柱23の左端面には前記移動
ボード19が固定接続され、前記移動ボード19の上端面の中には上端壁が外界空間と連通す
るリミットスロット21が内設され、前記移動ボード19の中には上端壁が前記リミットスロ
ット21と連通し且つ下端壁が前記移動スペース9の下端壁と前記移動ボード19の下端面と
を貫通して前記リフトスペース8と連通するリフトスロット18が内設され、前記整経台1の
上端面には支持柱16が固定接続され、前記支持柱16の中には駆動スペース15が内設され、
前記駆動スペース15の中には駆動ボード11がスライドできるように接続され、前記駆動ボ
ード11の上端面には駆動モータ12が固定接続され、前記駆動モータ12の右端面には右端が
前記駆動スペース15の右端壁を貫通し且つ外界空間に位置する駆動軸13が動力が伝達でき
るように接続され、前記駆動軸13の右端にはプッシュボード14が上下対称で固定接続され
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、前記駆動ボード11の下端面には下端が前記駆動スペース15の下端壁と前記リフトスペー
ス8の上端壁とを貫通し且つ前記リフトスペース8の中に位置する駆動レバー10が固定接続
され、前記移動柱23の中には移動スロット24が内設され、前記移動スロット24の中には移
動ブロック26がスライドできるように接続され、前記移動ブロック26の左端には左端が前
記移動スロット24の左端壁を貫通し且つ外界空間に位置するプッシュ軸25が軸受を介して
接続され、前記プッシュ軸25の左端の中には接続機構22が内設され、前記移動ブロック26
の下端面には下端が前記移動スロット24の下端壁と前記リフトスペース8の上端壁を貫通
し且つ前記リフトスペース8の中に位置する移動レバー27が固定接続され、前記支持柱16
の右側には巻軸20が設置され、前記巻軸20の左右両端にはリール17が固定接続され、前記
巻軸20の左側の前記リール17の中には伝達機構63が内設され、前記巻軸20の右側の前記リ
ール17の中には右端壁が外界空間と連通する接続スロット60が内設され、前記プッシュ軸
25の左端が前記接続スロット60の右端壁を貫通し且つ前記接続スロット60の中に位置し、
前記接続スロット60の上下端壁には前記プッシュ軸25に近接する端壁が前記接続スロット
60に連通する収容スロット61が対称で設置され、前記整経台1の右端面には警告機構108が
設置される。
【００１５】
有益的には、前記リフト機構28はリフトボード4を含み、前記リフトスペース8の中には前
記リフトボード4がスライドできるように接続され、前記リフトボード4の下端面には従動
電磁石2が固定接続され、前記リフトスペース8の下端壁には主動電磁石41が固定接続され
、前記リフトボード4の下端面には前記従動電磁石3を中心として左右対称してリフトばね
3が固定接続され、前記リフトばね3の下端が前記リフトスペース8の下端壁と固定接続さ
れ、前記リフトボード4の上端面には左右対称してリフトボード31が固定接続され、前記
リフトブロック31の上端面には左右対称してリフト柱34が固定接続され、且つ二つの前記
リフト柱34の間にはリフト軸33が固定接続され、前記リフト軸33の軸体には支持輪32が軸
受によって接続され、前記リフトブロック31のうち前記リフトスペース8の中心から遠離
する一側には前記リフトボード4の上端面と固定接続される固定ブロック7が設置され、前
記固定ブロック7の中には上端壁が前記リフトスペース8と連通するばねスロット5が設置
され、前記ばねスロット5の下端壁には接続ばね6が固定接続され、前記駆動レバー10の下
端が前記リフトボード4の上端面の左側の前記ばねスロット5の上端壁を貫通し且つ前記接
続ばね6と固定接続され、前記移動レバー27の下端が前記リフトボード4の上端面右側の前
記ばねスロット5の上端壁を貫通し且つ前記接続ばね6と固定接続される。
【００１６】
有益的には、前記交換機構40はラックスペース39を含み、前記リフトスペース8の下端壁
の中にはラックスペース39が内設され、前記ラックスペース39の左右端壁の間にはラック
軸38が回転できるように接続され、前記ラック軸38の軸体にはラックギア36が固定接続さ
れ、前記ラックギア36の上端には従動ラック37が噛合接続され、前記ラックギア36の下側
には前記ラックスペース39とスライドできるように接続される主動ラック35が噛合接続さ
れ、前記従動ラック37の後端には下端が前記ラックスペース39とスライドできるように接
続される支持ブロック58が固定接続され、前記支持ブロック58の後端と前記ラックスペー
ス39の後端壁との間には伸縮ばね59が固定接続され、前記リフトスペース8の後端壁の中
には上端壁が外界空間と連通する昇降スペース56が内設され、前記昇降スペース56の下端
壁には昇降ばね55が固定接続され、前記昇降ばね55の上端には上端が前記昇降スペース56
の上端壁を貫通し且つ外界空間に位置する遮断ブロック50が固定接続され、前記遮断ブロ
ック50の中には前端壁が外界空間と連通する回転スロット49が設置され、前記回転スロッ
ト49の左右端壁の間には回転軸47が固定接続され、前記回転軸47の軸体にはトーションス
プリング（付図には示していない）によって回転ボード48が接続され、前記回転ボード48
の上端には下端が前記回転スロット49の下端壁と前記リフトスペース8の後端壁とを貫通
し且つ前記リフトボード4の下端面と固定接続される紐51が固定接続され、前記従動ラッ
ク37の後端には後端が前記ラックスペース39の後端壁と前記昇降スペース56の下端壁とを
貫通し且つ前記遮断ブロック50と固定接続されるロープ57が固定接続され、前記昇降スペ
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ース56の後端壁の中には上端壁が外界空間と連通する回転スペース52が設置され、前記回
転スペース52の左右端壁の間には従動軸53が回転できるように接続され、前記従動軸53の
軸体にはトーションスプリング（付図には示していない）によって従動ボード54が接続さ
れ、前記移動スペース9の前端壁の中には上端壁が外界空間と連通する昇降スロット104が
設置され、前記昇降スロット104の中には昇降ボード44がスライドできるように接続され
、前記昇降ボード44の下端面には下端が前記昇降スロット104の下端壁と前記回転スペー
ス52の下端壁とを貫通し且つ前記従動ボード54の後端と固定接続されるチェーン43が固定
接続され、前記昇降ボード44の下端面には下端が前記昇降スロット104の下端壁と固定接
続される圧縮ばね46が前記チェーン43を中心として前後対称して固定接続され、前記チェ
ーン43の後側には上端が前記昇降ボード44と固定接続され且つ下端が前記昇降スロット10
4の下端壁と前記ラックスペース39の前端壁とを貫通し且つ前記主動ラック35の前端と固
定接続される麻縄45が設置される。
【００１７】
有益的には、前記接続機構22が接続スペース64を含み、前記プッシュ軸25の左端の中には
接続スペース64が設置され、前記接続スペース64の左端壁の中には前記接続スロット60と
前記接続スペース64とを連通する貫通穴69が設置され、前記貫通穴69の上端壁には下端壁
が前記貫通穴69を連通するばねスペース66を含み、前記接続スペース64の中には左端が前
記貫通穴69の左右端壁を貫通し且つ前記接続スロット60の中に位置する押圧レバー68が設
置され、前記押圧レバー68の右端には主動テーパーブロック95が固定接続され、前記接続
スペース64の右端壁の中にはプッシュスペース102が設置され、前記プッシュスペース102
の中には左端が前記プッシュスペース102の左端壁を貫通し且つ前記接続スペース64の中
に位置するプッシュレバー78が固定接続され、前記プッシュレバー78の左端には従動テー
パーブロック76が固定接続され、前記接続スペース64の後端壁の中にはプッシュスロット
96が設置され、前記プッシュスロット96の前端面の左側が前記貫通穴69と連通し、前記プ
ッシュスロット96の前端壁の右側が前記プッシュスペース102と連通し、前記プッシュス
ペース102の上下端壁の間には旋転軸103が固定接続され、前記旋転軸103の軸体には前端
が前記プッシュレバー78と噛合接続されるプッシュギア101が固定接続され、前記プッシ
ュギア101の後端にはプッシュ柱100が噛合接続され、前記プッシュ柱100の右端には後端
が前記プッシュスペース102の後端壁を貫通し且つ前記プッシュスロット96の中に位置す
る接続レバー99が固定接続され、前記プッシュスロット96の中に位置する前記接続レバー
99の後端には接続柱97が固定接続され、前記接続柱97の左端には前端が前記プッシュスロ
ット96の前端壁の左側を貫通し且つ前記押圧レバー68と固定接続されるタンデムバー98が
固定接続され、前記接続スペース64の上下端壁の中にはパンスペース77が対称で設置され
、前記パンスペース77の中には前記接続スペース64から遠離する一端が前記パンスペース
77のうち前記接続スペース64から遠離する端壁を貫通し且つ前記接続スロット60の中に位
置する収納レバー73が設置され、前記収納レバー73のうち前記接続スペース64に近接する
一端が前記パンスペース77のうち前記接続スペース64に近接する端壁を貫通し且つ前記接
続スペース64の中に位置し、前記収納レバー73のうち前記接続スペース64に近接する一端
には前記主動テーパーブロック95と前記従動テーパーブロック76と接触し接続されるプッ
シュブロック62が固定接続され、前記パンスペース77の中に位置する前記収納レバー73に
は前記パンスペース77とスライドできるように接続される押圧ボード75が左右対称して固
定接続され、前記押圧ボード75のうち前記接続スペース64から遠離する端面には前記パン
スペース77の端壁と固定接続される突出しばね74が固定接続され、前記収納レバー73のう
ち前記接続スペース64から遠離する一端の中には前記接続スペース64から遠離する端壁が
前記接続スロット60と連通する突出しスロット72が設置され、前記突出しスロット72のう
ち前記接続スペース64に近接する端壁には固定ばね71が固定接続され、前記固定ばね71の
うち前記接続スペース64から遠離する一端には前記突出しスロット72のうち前記接続スペ
ース64から遠離する端壁を貫通し且つ前記接続スロット60の中に位置する突出しブロック
70が固定接続される。
【００１８】
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有益的には、前記伝達機構63は伝達スペース79を含み、前記巻軸20の左側の前記リール17
の中には左端壁が外界空間と連通する伝達スペース79が設置され、前記伝達スペース90の
上端壁の中には下端壁が前記伝達スペース79と連通するターンスペース90が設置され、前
記ターンスペース90の左端壁の中には下端壁が前記伝達スペース79と連通する伝達スロッ
ト85が設置され、前記伝達スペース79の中には上端が前記ターンスペース90の下端壁を貫
通し且つターンスペース90の中に位置する伝達ボード93がスライドできるように接続され
、前記駆動軸13の右端が前記伝達スペース79の左端壁を貫通し且つ前記伝達ボード93と固
定接続され、前記ターンスペース90の前後端壁の間にはターン軸91が回転できるように接
続され、前記ターン軸91の軸体にはターンギア92が固定接続され、前記ターンギア92の下
端が前記伝達ボード93の上端と噛合接続され、前記ターンギア92の上端には左端が前記タ
ーンスペース90の左端壁を貫通し且つ前記伝達スロット85の中に位置するターンレバー89
が噛合接続され、前記伝達スロット85の中には下端が前記伝達スロット85の下端壁を貫通
し且つ前記伝達スペース79の中に位置する伝達ブロック80がスライドできるように接続さ
れ、前記伝達ブロック80の上端の中には左右端壁と下端壁とがいずれも前記伝達スロット
85と連通するパンスロット81が設置され、前記パンスロット81の中には左右両端がそれぞ
れ前記パンスロット81の左右端壁を貫通し且つ前記伝達スロット85とスライドできるよう
に接続されるパンボード82がスライドできるように接続され、前記パンボード82の上端面
には上端が前記パンスロット81の上端壁を貫通し且つ前記伝達スロット85の中に位置する
パンブロック83が固定接続され、前記パンブロック83の上端面には回型ブロック87が固定
接続され、前記回型ブロック87の上端面には上端が前記伝達スロット85の上端壁と固定接
続される旋転ばね86が固定接続され、前記回型ブロック87の中には左右端壁が前記伝達ス
ロット85と連通する貫通スペース88が設置され、前記ターンレバー89の左端が前記貫通ス
ペース88の左右端壁を貫通し且つ前記伝達スロット85の中に位置し、前記ターンレバー89
の左端には右端が前記貫通スペース88の左端壁を貫通し且つ前記貫通スペース88の中に位
置する三角ブロック8484が固定接続され、前記伝達スペース79の右端壁と前記伝達ボード
93との間には前記従動ばね94が固定接続され、前記旋転ばね86がずっと圧縮状態にある。
【００１９】
有益的には、前記警告機構108はブザー107を含み、前記整経台1の右端面の中には発音体1
05が設置され、前記整経台1の右端面には前記ブザー107が固定接続され、前記ブザー107
と前記発音体105との間はデータライン106を介して接続され、その作用は巻軸20を取り替
えた後、ブザー107が作動して装置の取り付けの完了を提示することである。
【００２０】
具体的な使用方法：本発明は作動する中、巻軸20とリール17がパンボード19の上側に位置
する時、移動モータ30が作動し、これにより移動軸29を回転駆動させ、これにより移動柱
23が左へ運動し、これによりプッシュ軸25が左へ運動し、プッシュ軸25の左端が接続スロ
ット60の中に進入し、プッシュ軸25の運動に連動させられて押圧レバー68が右へ運動し、
これにより主動テーパーブロック95が右へ運動し、同時に押圧レバー68の運動によってタ
ンデムレバー98と接続柱97と接続レバー99とプッシュ柱100を連動させて右へ運動させ、
これによりプッシュギア101を回転駆動させ、これによりプッシュレバー78を左へ運動さ
せ、これにより従動テーパーブロック76を連動させて左へ運動させ、これによりプッシュ
ブロック62を連動させて接続スペース64の中心から遠離する方向へ運動させ、これにより
収納レバー73を連動させて接続スペース64の中心から遠離する方向へ運動させ、これによ
り突出しブロック70を連動させて収納スロット61に進入させ、プッシュ軸25が左へ運動し
てリール17を動かす時、駆動軸13の右端が伝達スペース79の中に進入し、これにより伝達
ボード93を連動させて右へ運動させ、これによりターンギア92を回転駆動させ、これによ
りターンレバー89を連動させて左へ運動させ、これにより三角ブロック84を連動させて次
第に貫通スペース88から遠離させ、これにより旋転ばね86によって回型ブロック87を連動
させて下へ運動させ、これにより伝達ブロック80を連動させて下へ運動させ、これにより
伝達ブロック80をプッシュボード14と当接させ、上記二つのプロセスが完了した時、リミ
ットスロット21の左端壁と巻軸20の左側のリール17の左端面との間に一定の距離があり、
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同時に移動ボード19の中に位置するリフトスロット18がリフトスペース8と連通し、この
時主動電磁石41と従動電磁石2が作動を停止し、これによりリフトばね3によってリフトボ
ード4を連動させて上昇させ、これにより固定ブロック7とリフトブロック31とを連動させ
て上昇させ、これにより駆動レバー10と移動レバー27とを連動させて上昇させ、これによ
り駆動ボード11と、巻軸20と、移動ブロック26とを上昇させ、同時に支持輪32をリフトス
ロット18に通過させてリール17の下端と接触させ、この時紐51が引き締まり、この時駆動
モータ12が作動し、駆動軸13の伝動によってリール17と巻軸20とを連動させて回転させ、
これによりケーブルを巻き始め、ケーブルが巻くほど巻き軸20に対する付勢力が大きく、
これによりリフトばね3を連動させて圧縮させ、リール17の下端面が移動ボード19の上端
面と接触する時、主動電磁石41と従動電磁石2とが作動し、これによりリフトボード4を連
動させて次第に下降させ、これにより支持輪32を連動させてリフトスロット18から離れさ
せ、駆動モータ12が作動を停止し、移動モータ30が逆方向で回転し、これにより移動軸29
を逆方向で回転させ、これにより移動柱23と移動ボード19とを連動させて右へ運動させ、
これによりプッシュ軸25を連動させて右へ運動させ、押圧レバー68が比較的に左へ運動す
ることにつれて、これにより前記主動テーパーブロック95と前記従動テーパーブロック76
とが連動させられて接続スペース64の中心から遠離する方向へ運動し、これにより突出し
ブロック70を連動させて収納スロット61から遠離させ、突出しブロック70が収納スロット
61から離れる時、リミットスロット21の左端壁と巻軸20の左側のリール17の左端面とが接
触し、これにより伝達ボード93を連動させて従動ばね94の付勢力のもとで左へ運動させ、
これにより三角ブロック8484を連動させて右へ運動して次第に貫通スペース88に進入させ
、これにより回型ブロック87と伝達ブロック80とを連動させて上へ運動して伝達スペース
から離れさせ、これにより駆動軸13が伝達スペース79から離れた後、移動モータ30が作動
を停止し、同時にリフトボード4の下降によって紐51を緩め、これにより回転ボード48が
トーションスプリング（付図には示していない）の作用のもとで回転し、これによりケー
ブルがいっぱい巻かれたリール17を動かして前へ運動させ、これによりケーブルがいっぱ
い巻かれたリール17が昇降ボード44の上側まで運動させ、これにより昇降ボード44を連動
させて下降させ、これによりチェーン43と麻縄45とを緩め、これにより主動ラック35を伸
縮ばね59の作用のもとで後へ運動させ、これによりラックギア36を回転駆動させ、これに
より従動ラック37を連動させて前へ運動させ、これによりロープ57の伝動により遮断ブロ
ック50を連動させて昇降スペース56の中に進入させ、回転ボード48が圧されて回転スロッ
ト49の中に戻り、チェーン43が緩めになったため、従動ボード54がトーションスプリング
（付図には示していない）の作用のもとで空の巻軸20とリール17とを連動させて移動ボー
ド19の上側に移動させ、これにより上記プロセスを繰り返し、この装置は構造が簡単で、
操作が便利で、リフト機構28の作用によって回転している巻軸20とリール17とをサポート
し、これにより装置の安定性を改善し、同時に巻軸20にケーブルが巻かれて重量が次第に
増加している時、リフト機構28の作用によって巻軸20から駆動軸13とプッシュ軸25とに対
する剪断応力を弱め、これにより軸の使用寿命を増加し、機械的伝達によって巻軸を自動
に交換でき、これにより加工効率を高め、労働力を節約する。
【００２１】
本分野の技術者にとって、本発明は上記の模範の実施例の細部に限らなく、本発明の意義
また基本的な特徴から背離しない状況で、その他の具体的な形式で本発明を実現できる。
だから、どこから見てもこの実施例を模範で制限性ではないことと見なして、本発明の範
囲は添付の権利要求に限定され、権利要求の同等重要書類の意味と範囲に落ちる全部の変
化を本発明に包括させる。権利要求の中の全ての附図マークを権利要求を制限することと
見なしないである。
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【手続補正書】
【提出日】令和2年2月27日(2020.2.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
整経台を含み、前記整経台の中にはリフトスペースが内設され、前記リフトスペースの中
にはリフト機構が内設され、前記リフトスペースの下端壁の中には交換機構が内設され、
前記リフトスペースの上端壁には上端壁が外界空間と連通する移動スペースが内設され、
前記移動スペースの右端壁には移動モータが固定接続され、前記移動モータの左端面には
移動軸が動力が伝達できるように接続され、前記移動軸の左端には上端が前記移動スペー
スの上端壁を貫通し且つ外界空間に位置する移動柱が螺合接続され、前記移動スペースの
中に位置する前記移動柱の左端面には移動ボードが固定接続され、前記移動ボードの上端
面の中には上端壁が外界空間と連通するリミットスロットが内設され、前記移動ボードの
中には上端壁が前記リミットスロットと連通し且つ下端壁が前記移動スペースの下端壁と
前記移動ボードの下端面とを貫通して前記リフトスペースと連通するリフトスロットが内
設され、前記整経台の上端面には支持柱が固定接続され、前記支持柱の中には駆動スペー
スが内設され、前記駆動スペースの中には駆動ボードがスライドできるように接続され、
前記駆動ボードの上端面には駆動モータが固定接続され、前記駆動モータの右端面には右
端が前記駆動スペースの右端壁を貫通し且つ外界空間に位置する駆動軸が動力が伝達でき
るように接続され、前記駆動軸の右端にはプッシュボードが上下対称で固定接続され、前
記駆動ボードの下端面には下端が前記駆動スペースの下端壁と前記リフトスペースの上端
壁とを貫通し且つ前記リフトスペースの中に位置する駆動レバーが固定接続され、前記移
動柱の中には移動スロットが内設され、前記移動スロットの中には移動ブロックがスライ
ドできるように接続され、前記移動ブロックの左端には左端が前記移動スロットの左端壁
を貫通し且つ外界空間に位置するプッシュ軸が軸受を介して接続され、前記プッシュ軸の
左端の中には接続機構が内設され、前記移動ブロックの下端面には下端が前記移動スロッ
トの下端壁と前記リフトスペースの上端壁を貫通し且つ前記リフトスペースの中に位置す
る移動レバーが固定接続され、前記支持柱の右側には巻軸が設置され、前記巻軸の左右両
端にはリールが固定接続され、前記巻軸の左側の前記リールの中には伝達機構が内設され
、前記巻軸の右側の前記リールの中には右端壁が外界空間と連通する接続スロットが内設
され、前記プッシュ軸の左端が前記接続スロットの右端壁を貫通し且つ前記接続スロット
の中に位置し、前記接続スロットの上下端壁には前記プッシュ軸に近接する端壁が前記接
続スロットに連通する収容スロットが対称で設置され、
前記整経台の右端面には警告機構が設置され、前記リフト機構はリフトボードを含み、前
記リフトスペースの中には前記リフトボードがスライドできるように接続され、前記リフ
トボードの下端面には従動電磁石が固定接続され、前記リフトスペースの下端壁には主動
電磁石が固定接続され、前記リフトボードの下端面には前記従動電磁石を中心として左右
対称してリフトばねが固定接続され、前記リフトばねの下端が前記リフトスペースの下端
壁と固定接続され、前記リフトボードの上面の左右両側にはリフトブロックが対称になる
ように固定接続され、前記リフトブロックの上端面には左右対称してリフト柱が固定接続
され、且つ二つの前記リフト柱の間にはリフト軸が固定接続され、前記リフト軸の軸体に
は支持輪が軸受によって接続され、前記リフトブロックのうち前記リフトスペースの中心
から遠離する一側には前記リフトボードの上端面と固定接続される固定ブロックが設置さ
れ、前記固定ブロックの中には上端壁が前記リフトスペースと連通するばねスロットが設
置され、前記ばねスロットの下端壁には接続ばねが固定接続され、前記駆動レバーの下端
が前記リフトボードの上端面の左側の前記ばねスロットの上端壁を貫通し且つ前記接続ば
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ねと固定接続され、
前記移動レバーの下端が前記リフトボードの上端面右側の前記ばねスロットの上端壁を貫
通し且つ前記接続ばねと固定接続され、前記交換機構はラックスペースを含み、前記リフ
トスペースの下端壁の中にはラックスペースが内設され、前記ラックスペースの左右端壁
の間にはラック軸が回転できるように接続され、前記ラック軸の軸体にはラックギアが固
定接続され、前記ラックギアの上端には従動ラックが噛合接続され、前記ラックギアの下
側には前記ラックスペースとスライドできるように接続される主動ラックが噛合接続され
、前記従動ラックの後端には下端が前記ラックスペースとスライドできるように接続され
る支持ブロックが固定接続され、前記支持ブロックの後端と前記ラックスペースの後端壁
との間には伸縮ばねが固定接続され、前記リフトスペースの後端壁の中には上端壁が外界
空間と連通する昇降スペースが内設され、前記昇降スペースの下端壁には昇降ばねが固定
接続され、前記昇降ばねの上端には上端が前記昇降スペースの上端壁を貫通し且つ外界空
間に位置する遮断ブロックが固定接続され、前記遮断ブロックの中には前端壁が外界空間
と連通する回転スロットが設置され、前記回転スロットの左右端壁の間には回転軸が固定
接続され、前記回転軸の軸体にはトーションスプリング（付図には示していない）によっ
て回転ボードが接続され、前記回転ボードの上端には下端が前記回転スロットの下端壁と
前記リフトスペースの後端壁とを貫通し且つ前記リフトボードの下端面と固定接続される
紐が固定接続され、前記従動ラックの後端には後端が前記ラックスペースの後端壁と前記
昇降スペースの下端壁とを貫通し且つ前記遮断ブロックと固定接続されるロープが固定接
続され、前記昇降スペースの後端壁の中には上端壁が外界空間と連通する回転スペースが
設置され、前記回転スペースの左右端壁の間には従動軸が回転できるように接続され、前
記従動軸の軸体にはトーションスプリング（付図には示していない）によって従動ボード
が接続され、前記移動スペースの前端壁の中には上端壁が外界空間と連通する昇降スロッ
トが設置され、前記昇降スロットの中には昇降ボードがスライドできるように接続され、
前記昇降ボードの下端面には下端が前記昇降スロットの下端壁と前記回転スペースの下端
壁とを貫通し且つ前記従動ボードの後端と固定接続されるチェーンが固定接続され、前記
昇降ボードの下端面には下端が前記昇降スロットの下端壁と固定接続される圧縮ばねが前
記チェーンを中心として前後対称して固定接続され、前記チェーンの後側には上端が前記
昇降ボードと固定接続され且つ下端が前記昇降スロットの下端壁と前記ラックスペースの
前端壁とを貫通し且つ前記主動ラックの前端と固定接続される麻縄が設置され、
前記接続機構が接続スペースを含み、前記プッシュ軸の左端の中には接続スペースが設置
され、前記接続スペースの左端壁の中には前記接続スロットと前記接続スペースとを連通
する貫通穴が設置され、前記貫通穴の上端壁には下端壁が前記貫通穴を連通するばねスペ
ースを含み、前記接続スペースの中には左端が前記貫通穴の左右端壁を貫通し且つ前記接
続スロットの中に位置する押圧レバーが設置され、前記押圧レバーの右端には主動テーパ
ーブロックが固定接続され、前記接続スペースの右端壁の中にはプッシュスペースが設置
され、前記プッシュスペースの中には左端が前記プッシュスペースの左端壁を貫通し且つ
前記接続スペースの中に位置するプッシュレバーが固定接続され、前記プッシュレバーの
左端には従動テーパーブロックが固定接続され、前記接続スペースの後端壁の中にはプッ
シュスロットが設置され、前記プッシュスロットの前端面の左側が前記貫通穴と連通し、
前記プッシュスロットの前端壁の右側が前記プッシュスペースと連通し、前記プッシュス
ペースの上下端壁の間には旋転軸が固定接続され、前記旋転軸の軸体には前端が前記プッ
シュレバーと噛合接続されるプッシュギアが固定接続され、前記プッシュギアの後端には
プッシュ柱が噛合接続され、前記プッシュ柱の右端には後端が前記プッシュスペースの後
端壁を貫通し且つ前記プッシュスロットの中に位置する接続レバーが固定接続され、前記
プッシュスロットの中に位置する前記接続レバーの後端には接続柱が固定接続され、前記
接続柱の左端には前端が前記プッシュスロットの前端壁の左側を貫通し且つ前記押圧レバ
ーと固定接続されるタンデムバーが固定接続され、前記接続スペースの上下端壁の中には
パンスペースが対称で設置され、前記パンスペースの中には前記接続スペースから遠離す
る一端が前記パンスペースのうち前記接続スペースから遠離する端壁を貫通し且つ前記接
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続スロットの中に位置する収納レバーが設置され、前記収納レバーのうち前記接続スペー
スに近接する一端が前記パンスペースのうち前記接続スペースに近接する端壁を貫通し且
つ前記接続スペースの中に位置し、前記収納レバーのうち前記接続スペースに近接する一
端には前記主動テーパーブロックと前記従動テーパーブロックと接触し接続されるプッシ
ュブロックが固定接続され、前記パンスペースの中に位置する前記収納レバーには前記パ
ンスペースとスライドできるように接続される押圧ボードが左右対称して固定接続され、
前記押圧ボードのうち前記接続スペースから遠離する端面には前記パンスペースの端壁と
固定接続される突出しばねが固定接続され、前記収納レバーのうち前記接続スペースから
遠離する一端の中には前記接続スペースから遠離する端壁が前記接続スロットと連通する
突出しスロットが設置され、前記突出しスロットのうち前記接続スペースに近接する端壁
には固定ばねが固定接続され、前記固定ばねのうち前記接続スペースから遠離する一端に
は前記突出しスロットのうち前記接続スペースから遠離する端壁を貫通し且つ前記接続ス
ロットの中に位置する突出しブロックが固定接続され、
前記伝達機構は伝達スペースを含み、前記巻軸の左側の前記リールの中には左端壁が外界
空間と連通する伝達スペースが設置され、前記伝達スペースの上端壁の中には下端壁が前
記伝達スペースと連通するターンスペースが設置され、前記ターンスペースの左端壁の中
には下端壁が前記伝達スペースと連通する伝達スロットが設置され、前記伝達スペースの
中には上端が前記ターンスペースの下端壁を貫通し且つターンスペースの中に位置する伝
達ボードがスライドできるように接続され、前記駆動軸の右端が前記伝達スペースの左端
壁を貫通し且つ前記伝達ボードと固定接続され、前記ターンスペースの前後端壁の間には
ターン軸が回転できるように接続され、前記ターン軸の軸体にはターンギアが固定接続さ
れ、前記ターンギアの下端が前記伝達ボードの上端と噛合接続され、前記ターンギアの上
端には左端が前記ターンスペースの左端壁を貫通し且つ前記伝達スロットの中に位置する
ターンレバーが噛合接続され、前記伝達スロットの中には下端が前記伝達スロットの下端
壁を貫通し且つ前記伝達スペースの中に位置する伝達ブロックがスライドできるように接
続され、前記伝達ブロックの上端の中には左右端壁と下端壁とがいずれも前記伝達スロッ
トと連通するパンスロットが設置され、前記パンスロットの中には左右両端がそれぞれ前
記パンスロットの左右端壁を貫通し且つ前記伝達スロットとスライドできるように接続さ
れるパンボードがスライドできるように接続され、前記パンボードの上端面には上端が前
記パンスロットの上端壁を貫通し且つ前記伝達スロットの中に位置するパンブロックが固
定接続され、前記パンブロックの上端面には回型ブロックが固定接続され、前記回型ブロ
ックの上端面には上端が前記伝達スロットの上端壁と固定接続される旋転ばねが固定接続
され、前記回型ブロックの中には左右端壁が前記伝達スロットと連通する貫通スペースが
設置され、前記ターンレバーの左端が前記貫通スペースの左右端壁を貫通し且つ前記伝達
スロットの中に位置し、前記ターンレバーの左端には右端が前記貫通スペースの左端壁を
貫通し且つ前記貫通スペースの中に位置する三角ブロックが固定接続され、前記伝達スペ
ースの右端壁と前記伝達ボードとは従動ばねによって連結され、前記旋転ばねがずっと圧
縮状態にあり、
前記整経台の右壁の中に設けられた警告機構は、ブザーを含み、前記整経台の右端面の中
には発音体が設置され、前記整経台の右端面には前記ブザーが固定接続され、前記ブザー
と前記発音体との間はデータラインを介して接続され、前記警告機構の作用は巻軸を取り
替えた後、ブザーが作動して装置の取り付けの完了を提示することであることを特徴とす
る穴あけユニット用の自動化多芯動力ケーブル設備。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
本発明はケーブル製造分野に関し、具体的には穴あけユニット用の自動化多芯動力ケーブ
ル設備のである。
【背景技術】
【０００２】
科学技術の発展や社会の進歩に伴って、ケーブルの使用量がますます高まっています。現
段階における穴あけユニット用の多芯動力ケーブルは複数のケーブルから組み合わせられ
、ケーブルの製造中では特に最後のケーブルを巻く工程で、ケーブルから受ける付勢力が
軸の使用寿命に大きな影響を及ぼし、且つ現在のこういうタイプのローラーを交換する工
程は一般に大型機械を通じて操作し、作業量をひどく増加し、作業効率を下げる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】中国特許出願公開第１０５２０７１１５号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
本発明が解決する技術問題は穴あけユニット用の自動化多芯動力ケーブル設備を提供し、
上記した技術的問題を解決する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本発明は下記の技術プランを通じて実現される：本発明の穴あけユニット用の自動化多芯
動力ケーブル設備は、整経台を含み、前記整経台の中にはリフトスペースが内設され、前
記リフトスペースの中にはリフト機構が内設され、前記リフトスペースの下端壁の中には
交換機構が内設され、前記リフトスペースの上端壁には上端壁が外界空間と連通する移動
スペースが内設され、前記移動スペースの右端壁には移動モータが固定接続され、前記移
動モータの左端面には移動軸が動力が伝達できるように接続され、前記移動軸の左端には
上端が前記移動スペースの上端壁を貫通し且つ外界空間に位置する移動柱が螺合接続され
、前記移動スペースの中に位置する前記移動柱の左端面には移動ボードが固定接続され、
前記移動ボードの上端面の中には上端壁が外界空間と連通するリミットスロットが内設さ
れ、前記移動ボードの中には上端壁が前記リミットスロットと連通し且つ下端壁が前記移
動スペースの下端壁と前記移動ボードの下端面とを貫通して前記リフトスペースと連通す
るリフトスロットが内設され、前記整経台の上端面には支持柱が固定接続され、前記支持
柱の中には駆動スペースが内設され、前記駆動スペースの中には駆動ボードがスライドで
きるように接続され、前記駆動ボードの上端面には駆動モータが固定接続され、前記駆動
モータの右端面には右端が前記駆動スペースの右端壁を貫通し且つ外界空間に位置する駆
動軸が動力が伝達できるように接続され、前記駆動軸の右端にはプッシュボードが上下対
称で固定接続され、前記駆動ボードの下端面には下端が前記駆動スペースの下端壁と前記
リフトスペースの上端壁とを貫通し且つ前記リフトスペースの中に位置する駆動レバーが
固定接続され、前記移動柱の中には移動スロットが内設され、前記移動スロットの中には
移動ブロックがスライドできるように接続され、前記移動ブロックの左端には左端が前記
移動スロットの左端壁を貫通し且つ外界空間に位置するプッシュ軸が軸受を介して接続さ
れ、前記プッシュ軸の左端の中には接続機構が内設され、前記移動ブロックの下端面には
下端が前記移動スロットの下端壁と前記リフトスペースの上端壁を貫通し且つ前記リフト
スペースの中に位置する移動レバーが固定接続され、前記支持柱の右側には巻軸が設置さ
れ、前記巻軸の左右両端にはリールが固定接続され、前記巻軸の左側の前記リールの中に
は伝達機構が内設され、前記巻軸の右側の前記リールの中には右端壁が外界空間と連通す
る接続スロットが内設され、前記プッシュ軸の左端が前記接続スロットの右端壁を貫通し
且つ前記接続スロットの中に位置し、前記接続スロットの上下端壁には前記プッシュ軸に
近接する端壁が前記接続スロットに連通する収容スロットが対称で設置され、前記整経台
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の右端面には警告機構が設置される。
【０００６】
優先的には、前記リフト機構はリフトボードを含み、前記リフトスペースの中には前記リ
フトボードがスライドできるように接続され、前記リフトボードの下端面には従動電磁石
が固定接続され、前記リフトスペースの下端壁には主動電磁石が固定接続され、前記リフ
トボードの下端面には前記従動電磁石を中心として左右対称してリフトばねが固定接続さ
れ、前記リフトばねの下端が前記リフトスペースの下端壁と固定接続され、リフトボード
の上面の左右両側にはリフトブロックが対称になるように固定接続され、前記リフトブロ
ックの上端面には左右対称してリフト柱が固定接続され、且つ二つの前記リフト柱の間に
はリフト軸が固定接続され、前記リフト軸の軸体には支持輪が軸受によって接続され、前
記リフトブロックのうち前記リフトスペースの中心から遠離する一側には前記リフトボー
ドの上端面と固定接続される固定ブロックが設置され、前記固定ブロックの中には上端壁
が前記リフトスペースと連通するばねスロットが設置され、前記ばねスロットの下端壁に
は接続ばねが固定接続され、前記駆動レバーの下端が前記リフトボードの上端面の左側の
前記ばねスロットの上端壁を貫通し且つ前記接続ばねと固定接続され、前記移動レバーの
下端が前記リフトボードの上端面右側の前記ばねスロットの上端壁を貫通し且つ前記接続
ばねと固定接続される。
【０００７】
優先的には、前記交換機構はラックスペースを含み、前記リフトスペースの下端壁の中に
はラックスペースが内設され、前記ラックスペースの左右端壁の間にはラック軸が回転で
きるように接続され、前記ラック軸の軸体にはラックギアが固定接続され、前記ラックギ
アの上端には従動ラックが噛合接続され、前記ラックギアの下側には前記ラックスペース
とスライドできるように接続される主動ラックが噛合接続され、前記従動ラックの後端に
は下端が前記ラックスペースとスライドできるように接続される支持ブロックが固定接続
され、前記支持ブロックの後端と前記ラックスペースの後端壁との間には伸縮ばねが固定
接続され、前記リフトスペースの後端壁の中には上端壁が外界空間と連通する昇降スペー
スが内設され、前記昇降スペースの下端壁には昇降ばねが固定接続され、前記昇降ばねの
上端には上端が前記昇降スペースの上端壁を貫通し且つ外界空間に位置する遮断ブロック
が固定接続され、前記遮断ブロックの中には前端壁が外界空間と連通する回転スロットが
設置され、前記回転スロットの左右端壁の間には回転軸が固定接続され、前記回転軸の軸
体にはトーションスプリング（付図には示していない）によって回転ボードが接続され、
前記回転ボードの上端には下端が前記回転スロットの下端壁と前記リフトスペースの後端
壁とを貫通し且つ前記リフトボードの下端面と固定接続される紐が固定接続され、前記従
動ラックの後端には後端が前記ラックスペースの後端壁と前記昇降スペースの下端壁とを
貫通し且つ前記遮断ブロックと固定接続されるロープが固定接続され、前記昇降スペース
の後端壁の中には上端壁が外界空間と連通する回転スペースが設置され、前記回転スペー
スの左右端壁の間には従動軸が回転できるように接続され、前記従動軸の軸体にはトーシ
ョンスプリング（付図には示していない）によって従動ボードが接続され、前記移動スペ
ースの前端壁の中には上端壁が外界空間と連通する昇降スロットが設置され、前記昇降ス
ロットの中には昇降ボードがスライドできるように接続され、前記昇降ボードの下端面に
は下端が前記昇降スロットの下端壁と前記回転スペースの下端壁とを貫通し且つ前記従動
ボードの後端と固定接続されるチェーンが固定接続され、前記昇降ボードの下端面には下
端が前記昇降スロットの下端壁と固定接続される圧縮ばねが前記チェーンを中心として前
後対称して固定接続され、前記チェーンの後側には上端が前記昇降ボードと固定接続され
且つ下端が前記昇降スロットの下端壁と前記ラックスペースの前端壁とを貫通し且つ前記
主動ラックの前端と固定接続される麻縄が設置される。
【０００８】
優先的には、前記接続機構が接続スペースを含み、前記プッシュ軸の左端の中には接続ス
ペースが設置され、前記接続スペースの左端壁の中には前記接続スロットと前記接続スペ
ースとを連通する貫通穴が設置され、前記貫通穴の上端壁には下端壁が前記貫通穴を連通
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するばねスペースを含み、前記接続スペースの中には左端が前記貫通穴の左右端壁を貫通
し且つ前記接続スロットの中に位置する押圧レバーが設置され、前記押圧レバーの右端に
は主動テーパーブロックが固定接続され、前記接続スペースの右端壁の中にはプッシュス
ペースが設置され、前記プッシュスペースの中には左端が前記プッシュスペースの左端壁
を貫通し且つ前記接続スペースの中に位置するプッシュレバーが固定接続され、前記プッ
シュレバーの左端には従動テーパーブロックが固定接続され、前記接続スペースの後端壁
の中にはプッシュスロットが設置され、前記プッシュスロットの前端面の左側が前記貫通
穴と連通し、前記プッシュスロットの前端壁の右側が前記プッシュスペースと連通し、前
記プッシュスペースの上下端壁の間には旋転軸が固定接続され、前記旋転軸の軸体には前
端が前記プッシュレバーと噛合接続されるプッシュギアが固定接続され、前記プッシュギ
アの後端にはプッシュ柱が噛合接続され、前記プッシュ柱の右端には後端が前記プッシュ
スペースの後端壁を貫通し且つ前記プッシュスロットの中に位置する接続レバーが固定接
続され、前記プッシュスロットの中に位置する前記接続レバーの後端には接続柱が固定接
続され、前記接続柱の左端には前端が前記プッシュスロットの前端壁の左側を貫通し且つ
前記押圧レバーと固定接続されるタンデムバーが固定接続され、前記接続スペースの上下
端壁の中にはパンスペースが対称で設置され、前記パンスペースの中には前記接続スペー
スから遠離する一端が前記パンスペースのうち前記接続スペースから遠離する端壁を貫通
し且つ前記接続スロットの中に位置する収納レバーが設置され、前記収納レバーのうち前
記接続スペースに近接する一端が前記パンスペースのうち前記接続スペースに近接する端
壁を貫通し且つ前記接続スペースの中に位置し、前記収納レバーのうち前記接続スペース
に近接する一端には前記主動テーパーブロックと前記従動テーパーブロックと接触し接続
されるプッシュブロックが固定接続され、前記パンスペースの中に位置する前記収納レバ
ーには前記パンスペースとスライドできるように接続される押圧ボードが左右対称して固
定接続され、前記押圧ボードのうち前記接続スペースから遠離する端面には前記パンスペ
ースの端壁と固定接続される突出しばねが固定接続され、前記収納レバーのうち前記接続
スペースから遠離する一端の中には前記接続スペースから遠離する端壁が前記接続スロッ
トと連通する突出しスロットが設置され、前記突出しスロットのうち前記接続スペースに
近接する端壁には固定ばねが固定接続され、前記固定ばねのうち前記接続スペースから遠
離する一端には前記突出しスロットのうち前記接続スペースから遠離する端壁を貫通し且
つ前記接続スロットの中に位置する突出しブロックが固定接続される。
【０００９】
優先的には、前記伝達機構は伝達スペースを含み、前記巻軸の左側の前記リールの中には
左端壁が外界空間と連通する伝達スペースが設置され、前記伝達スペースの上端壁の中に
は下端壁が前記伝達スペースと連通するターンスペースが設置され、前記ターンスペース
の左端壁の中には下端壁が前記伝達スペースと連通する伝達スロットが設置され、前記伝
達スペースの中には上端が前記ターンスペースの下端壁を貫通し且つターンスペースの中
に位置する伝達ボードがスライドできるように接続され、前記駆動軸の右端が前記伝達ス
ペースの左端壁を貫通し且つ前記伝達ボードと固定接続され、前記ターンスペースの前後
端壁の間にはターン軸が回転できるように接続され、前記ターン軸の軸体にはターンギア
が固定接続され、前記ターンギアの下端が前記伝達ボードの上端と噛合接続され、前記タ
ーンギアの上端には左端が前記ターンスペースの左端壁を貫通し且つ前記伝達スロットの
中に位置するターンレバーが噛合接続され、前記伝達スロットの中には下端が前記伝達ス
ロットの下端壁を貫通し且つ前記伝達スペースの中に位置する伝達ブロックがスライドで
きるように接続され、前記伝達ブロックの上端の中には左右端壁と下端壁とがいずれも前
記伝達スロットと連通するパンスロットが設置され、前記パンスロットの中には左右両端
がそれぞれ前記パンスロットの左右端壁を貫通し且つ前記伝達スロットとスライドできる
ように接続されるパンボードがスライドできるように接続され、前記パンボードの上端面
には上端が前記パンスロットの上端壁を貫通し且つ前記伝達スロットの中に位置するパン
ブロックが固定接続され、前記パンブロックの上端面には回型ブロックが固定接続され、
前記回型ブロックの上端面には上端が前記伝達スロットの上端壁と固定接続される旋転ば
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ねが固定接続され、前記回型ブロックの中には左右端壁が前記伝達スロットと連通する貫
通スペースが設置され、前記ターンレバーの左端が前記貫通スペースの左右端壁を貫通し
且つ前記伝達スロットの中に位置し、前記ターンレバーの左端には右端が前記貫通スペー
スの左端壁を貫通し且つ前記貫通スペースの中に位置する三角ブロックが固定接続され、
前記伝達スペースの右端壁と前記伝達ボードとは従動ばねによって連結され、前記旋転ば
ねがずっと圧縮状態にある。
【００１０】
有益的には、前記整経台の右壁の中に設けられた警告機構は、ブザーを含み、前記整経台
の右端面の中には発音体が設置され、前記整経台の右端面には前記ブザーが固定接続され
、前記ブザーと前記発音体との間はデータラインを介して接続され、前記警告機構の作用
は巻軸を取り替えた後、ブザーが作動して装置の取り付けの完了を提示することである。
【発明の効果】
【００１１】
現在の技術と比べ、本発明の有益効果は：本発明は作動する中、巻軸とリールがパンボー
ドの上側に位置する時、移動モータが作動し、これにより移動軸を回転駆動させ、これに
より移動柱が左へ運動し、これによりプッシュ軸が左へ運動し、プッシュ軸の左端が接続
スロットの中に進入し、プッシュ軸の運動に連動させられて押圧レバーが右へ運動し、こ
れにより主動テーパーブロックが右へ運動し、同時に押圧レバーの運動によってタンデム
レバーと接続柱と接続レバーとプッシュ柱を連動させて右へ運動させ、これによりプッシ
ュギアを回転駆動させ、これによりプッシュレバーを左へ運動させ、これにより従動テー
パーブロックを連動させて左へ運動させ、これによりプッシュブロックを連動させて接続
スペースの中心から遠離する方向へ運動させ、これにより収納レバーを連動させて接続ス
ペースの中心から遠離する方向へ運動させ、これにより突出しブロックを連動させて収納
スロットに進入させ、プッシュ軸が左へ運動してリールを動かす時、駆動軸の右端が伝達
スペースの中に進入し、これにより伝達ボードを連動させて右へ運動させ、これによりタ
ーンギアを回転駆動させ、これによりターンレバーを連動させて左へ運動させ、これによ
り三角ブロックを連動させて次第に貫通スペースから遠離させ、これにより旋転ばねによ
って回型ブロックを連動させて下へ運動させ、これにより伝達ブロックを連動させて下へ
運動させ、これにより伝達ブロックをプッシュボードと当接させ、上記二つのプロセスが
完了した時、リミットスロットの左端壁と巻軸の左側のリールの左端面との間に一定の距
離があり、同時に移動ボードの中に位置するリフトスロットがリフトスペースと連通し、
この時主動電磁石と従動電磁石が作動を停止し、これによりリフトばねによってリフトボ
ードを連動させて上昇させ、これにより固定ブロックとリフトブロックとを連動させて上
昇させ、これにより駆動レバーと移動レバーとを連動させて上昇させ、これにより駆動ボ
ードと、巻軸と、移動ブロックとを上昇させ、同時に支持輪をリフトスロットに通過させ
てリールの下端と接触させ、この時紐が引き締まり、この時駆動モータが作動し、駆動軸
の伝動によってリールと巻軸とを連動させて回転させ、これによりケーブルを巻き始め、
ケーブルが巻くほど巻き軸に対する付勢力が大きく、これによりリフトばねを連動させて
圧縮させ、リールの下端面が移動ボードの上端面と接触する時、主動電磁石と従動電磁石
とが作動し、これによりリフトボードを連動させて次第に下降させ、これにより支持輪を
連動させてリフトスロットから離れさせ、駆動モータが作動を停止し、移動モータが逆方
向で回転し、これにより移動軸を逆方向で回転させ、これにより移動柱と移動ボードとを
連動させて右へ運動させ、これによりプッシュ軸を連動させて右へ運動させ、押圧レバー
が比較的に左へ運動することにつれて、これにより前記主動テーパーブロックと前記従動
テーパーブロックとが連動させられて接続スペースの中心から遠離する方向へ運動し、こ
れにより突出しブロックを連動させて収納スロットから遠離させ、突出しブロックが収納
スロットから離れる時、リミットスロットの左端壁と巻軸の左側のリールの左端面とが接
触し、これにより伝達ボードを連動させて従動ばねの付勢力のもとで左へ運動させ、これ
により三角ブロックを連動させて右へ運動して次第に貫通スペースに進入させ、これによ
り回型ブロックと伝達ブロックとを連動させて上へ運動して伝達スペースから離れさせ、
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これにより駆動軸が伝達スペースから離れた後、移動モータが作動を停止し、同時にリフ
トボードの下降によって紐を緩め、これにより回転ボードがトーションスプリング（付図
には示していない）の作用のもとで回転し、これによりケーブルがいっぱい巻かれたリー
ルを動かして前へ運動させ、これによりケーブルがいっぱい巻かれたリールが昇降ボード
の上側まで運動させ、これにより昇降ボードを連動させて下降させ、これによりチェーン
と麻縄とを緩め、これにより主動ラックを伸縮ばねの作用のもとで後へ運動させ、これに
よりラックギアを回転駆動させ、これにより従動ラックを連動させて前へ運動させ、これ
によりロープの伝動により遮断ブロックを連動させて昇降スペースの中に進入させ、回転
ボードが圧されて回転スロットの中に戻り、チェーンが緩めになったため、従動ボードが
トーションスプリング（付図には示していない）の作用のもとで空の巻軸とリールとを連
動させて移動ボードの上側に移動させ、これにより上記プロセスを繰り返し、この装置は
構造が簡単で、操作が便利で、リフト機構の作用によって回転している巻軸とリールとを
サポートし、これにより装置の安定性を改善し、同時に巻軸にケーブルが巻かれて重量が
次第に増加している時、リフト機構の作用によって巻軸から駆動軸とプッシュ軸とに対す
る剪断応力を弱め、これにより軸の使用寿命を増加し、機械的伝達によって巻軸を自動に
交換でき、これにより加工効率を高め、労働力を節約する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は本発明の穴あけユニット用の自動化多芯動力ケーブル設備の全体断面の正
面構造図である。
【図２】図２は本発明の穴あけユニット用の自動化多芯動力ケーブル設備の全体断面の左
面構造図である。
【図３】図３は本発明の穴あけユニット用の自動化多芯動力ケーブル設備における接続機
構の全体断面の正面拡大構造図である。
【図４】図４は本発明の穴あけユニット用の自動化多芯動力ケーブル設備における動力伝
達機構の全体断面の正面拡大構造図である。
【図５】図５は本発明の穴あけユニット用の自動化多芯動力ケーブル設備における接続機
構の局部断面の俯瞰拡大構造図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
下記に本発明の実施例の中の附図を交え、本発明の実施例の技術方案を明確にはっきり説
明し、説明した実施例がただ本発明の一部分の実施例で、全部の実施例ではないである。
本発明の実施例に基づいて、本領域の普通技術者が創造的な労働を払わないことを前提に
得る全部のその他の実施例は本発明の保護範囲に所属する。
【００１４】
図１～５を参照し、本発明が提供する実施例は：穴あけユニット用の自動化多芯動力ケー
ブル設備は、整経台１を含み、前記整経台１の中にはリフトスペース８が内設され、前記
リフトスペース８の中にはリフト機構２８が内設され、前記リフトスペース８の下端壁の
中には交換機構４０が内設され、前記リフトスペース８の上端壁には上端壁が外界空間と
連通する移動スペース９が内設され、前記移動スペース９の右端壁には移動モータ３０が
固定接続され、前記移動モータ３０の左端面には移動軸２９が動力が伝達できるように接
続され、前記移動軸２９の左端には上端が前記移動スペース９の上端壁を貫通し且つ外界
空間に位置する移動柱２３が螺合接続され、前記移動スペース９の中に位置する前記移動
柱２３の左端面には移動ボード１９が固定接続され、前記移動ボード１９の上端面の中に
は上端壁が外界空間と連通するリミットスロット２１が内設され、前記移動ボード１９の
中には上端壁が前記リミットスロット２１と連通し且つ下端壁が前記移動スペース９の下
端壁と前記移動ボード１９の下端面とを貫通して前記リフトスペース８と連通するリフト
スロット１８が内設され、前記整経台１の上端面には支持柱１６が固定接続され、前記支
持柱１６の中には駆動スペース１５が内設され、前記駆動スペース１５の中には駆動ボー
ド１１がスライドできるように接続され、前記駆動ボード１１の上端面には駆動モータ１
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２が固定接続され、前記駆動モータ１２の右端面には右端が前記駆動スペース１５の右端
壁を貫通し且つ外界空間に位置する駆動軸１３が動力が伝達できるように接続され、前記
駆動軸１３の右端にはプッシュボード１４が上下対称で固定接続され、前記駆動ボード１
１の下端面には下端が前記駆動スペース１５の下端壁と前記リフトスペース８の上端壁と
を貫通し且つ前記リフトスペース８の中に位置する駆動レバー１０が固定接続され、前記
移動柱２３の中には移動スロット２４が内設され、前記移動スロット２４の中には移動ブ
ロック２６がスライドできるように接続され、前記移動ブロック２６の左端には左端が前
記移動スロット２４の左端壁を貫通し且つ外界空間に位置するプッシュ軸２５が軸受を介
して接続され、前記プッシュ軸２５の左端の中には接続機構２２が内設され、前記移動ブ
ロック２６の下端面には下端が前記移動スロット２４の下端壁と前記リフトスペース８の
上端壁を貫通し且つ前記リフトスペース８の中に位置する移動レバー２７が固定接続され
、前記支持柱１６の右側には巻軸２０が設置され、前記巻軸２０の左右両端にはリール１
７が固定接続され、前記巻軸２０の左側の前記リール１７の中には伝達機構６３が内設さ
れ、前記巻軸２０の右側の前記リール１７の中には右端壁が外界空間と連通する接続スロ
ット６０が内設され、前記プッシュ軸２５の左端が前記接続スロット６０の右端壁を貫通
し且つ前記接続スロット６０の中に位置し、前記接続スロット６０の上下端壁には前記プ
ッシュ軸２５に近接する端壁が前記接続スロット６０に連通する収容スロット６１が対称
で設置され、前記整経台１の右端面には警告機構１０８が設置される。
【００１５】
有益的には、前記リフト機構２８はリフトボード４を含み、前記リフトスペース８の中に
は前記リフトボード４がスライドできるように接続され、前記リフトボード４の下端面に
は従動電磁石２が固定接続され、前記リフトスペース８の下端壁には主動電磁石４１が固
定接続され、前記リフトボード４の下端面には前記従動電磁石３を中心として左右対称し
てリフトばね３が固定接続され、前記リフトばね３の下端が前記リフトスペース８の下端
壁と固定接続され、前記リフトボード４の上面の左右両側にはリフトブロック３１が対称
になるように固定接続され、前記リフトブロック３１の上端面には左右対称してリフト柱
３４が固定接続され、且つ二つの前記リフト柱３４の間にはリフト軸３３が固定接続され
、前記リフト軸３３の軸体には支持輪３２が軸受によって接続され、前記リフトブロック
３１のうち前記リフトスペース８の中心から遠離する一側には前記リフトボード４の上端
面と固定接続される固定ブロック７が設置され、前記固定ブロック７の中には上端壁が前
記リフトスペース８と連通するばねスロット５が設置され、前記ばねスロット５の下端壁
には接続ばね６が固定接続され、前記駆動レバー１０の下端が前記リフトボード４の上端
面の左側の前記ばねスロット５の上端壁を貫通し且つ前記接続ばね６と固定接続され、前
記移動レバー２７の下端が前記リフトボード４の上端面右側の前記ばねスロット５の上端
壁を貫通し且つ前記接続ばね６と固定接続される。
【００１６】
有益的には、前記交換機構４０はラックスペース３９を含み、前記リフトスペース８の下
端壁の中にはラックスペース３９が内設され、前記ラックスペース３９の左右端壁の間に
はラック軸３８が回転できるように接続され、前記ラック軸３８の軸体にはラックギア３
６が固定接続され、前記ラックギア３６の上端には従動ラック３７が噛合接続され、前記
ラックギア３６の下側には前記ラックスペース３９とスライドできるように接続される主
動ラック３５が噛合接続され、前記従動ラック３７の後端には下端が前記ラックスペース
３９とスライドできるように接続される支持ブロック５８が固定接続され、前記支持ブロ
ック５８の後端と前記ラックスペース３９の後端壁との間には伸縮ばね５９が固定接続さ
れ、前記リフトスペース８の後端壁の中には上端壁が外界空間と連通する昇降スペース５
６が内設され、前記昇降スペース５６の下端壁には昇降ばね５５が固定接続され、前記昇
降ばね５５の上端には上端が前記昇降スペース５６の上端壁を貫通し且つ外界空間に位置
する遮断ブロック５０が固定接続され、前記遮断ブロック５０の中には前端壁が外界空間
と連通する回転スロット４９が設置され、前記回転スロット４９の左右端壁の間には回転
軸４７が固定接続され、前記回転軸４７の軸体にはトーションスプリング（付図には示し
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ていない）によって回転ボード４８が接続され、前記回転ボード４８の上端には下端が前
記回転スロット４９の下端壁と前記リフトスペース８の後端壁とを貫通し且つ前記リフト
ボード４の下端面と固定接続される紐５１が固定接続され、前記従動ラック３７の後端に
は後端が前記ラックスペース３９の後端壁と前記昇降スペース５６の下端壁とを貫通し且
つ前記遮断ブロック５０と固定接続されるロープ５７が固定接続され、前記昇降スペース
５６の後端壁の中には上端壁が外界空間と連通する回転スペース５２が設置され、前記回
転スペース５２の左右端壁の間には従動軸５３が回転できるように接続され、前記従動軸
５３の軸体にはトーションスプリング（付図には示していない）によって従動ボード５４
が接続され、前記移動スペース９の前端壁の中には上端壁が外界空間と連通する昇降スロ
ット１０４が設置され、前記昇降スロット１０４の中には昇降ボード４４がスライドでき
るように接続され、前記昇降ボード４４の下端面には下端が前記昇降スロット１０４の下
端壁と前記回転スペース５２の下端壁とを貫通し且つ前記従動ボード５４の後端と固定接
続されるチェーン４３が固定接続され、前記昇降ボード４４の下端面には下端が前記昇降
スロット１０４の下端壁と固定接続される圧縮ばね４６が前記チェーン４３を中心として
前後対称して固定接続され、前記チェーン４３の後側には上端が前記昇降ボード４４と固
定接続され且つ下端が前記昇降スロット１０４の下端壁と前記ラックスペース３９の前端
壁とを貫通し且つ前記主動ラック３５の前端と固定接続される麻縄４５が設置される。
【００１７】
有益的には、前記接続機構２２が接続スペース６４を含み、前記プッシュ軸２５の左端の
中には接続スペース６４が設置され、前記接続スペース６４の左端壁の中には前記接続ス
ロット６０と前記接続スペース６４とを連通する貫通穴６９が設置され、前記貫通穴６９
の上端壁には下端壁が前記貫通穴６９を連通するばねスペース６６を含み、前記接続スペ
ース６４の中には左端が前記貫通穴６９の左右端壁を貫通し且つ前記接続スロット６０の
中に位置する押圧レバー６８が設置され、前記押圧レバー６８の右端には主動テーパーブ
ロック９５が固定接続され、前記接続スペース６４の右端壁の中にはプッシュスペース１
０２が設置され、前記プッシュスペース１０２の中には左端が前記プッシュスペース１０
２の左端壁を貫通し且つ前記接続スペース６４の中に位置するプッシュレバー７８が固定
接続され、前記プッシュレバー７８の左端には従動テーパーブロック７６が固定接続され
、前記接続スペース６４の後端壁の中にはプッシュスロット９６が設置され、前記プッシ
ュスロット９６の前端面の左側が前記貫通穴６９と連通し、前記プッシュスロット９６の
前端壁の右側が前記プッシュスペース１０２と連通し、前記プッシュスペース１０２の上
下端壁の間には旋転軸１０３が固定接続され、前記旋転軸１０３の軸体には前端が前記プ
ッシュレバー７８と噛合接続されるプッシュギア１０１が固定接続され、前記プッシュギ
ア１０１の後端にはプッシュ柱１００が噛合接続され、前記プッシュ柱１００の右端には
後端が前記プッシュスペース１０２の後端壁を貫通し且つ前記プッシュスロット９６の中
に位置する接続レバー９９が固定接続され、前記プッシュスロット９６の中に位置する前
記接続レバー９９の後端には接続柱９７が固定接続され、前記接続柱９７の左端には前端
が前記プッシュスロット９６の前端壁の左側を貫通し且つ前記押圧レバー６８と固定接続
されるタンデムバー９８が固定接続され、前記接続スペース６４の上下端壁の中にはパン
スペース７７が対称で設置され、前記パンスペース７７の中には前記接続スペース６４か
ら遠離する一端が前記パンスペース７７のうち前記接続スペース６４から遠離する端壁を
貫通し且つ前記接続スロット６０の中に位置する収納レバー７３が設置され、前記収納レ
バー７３のうち前記接続スペース６４に近接する一端が前記パンスペース７７のうち前記
接続スペース６４に近接する端壁を貫通し且つ前記接続スペース６４の中に位置し、前記
収納レバー７３のうち前記接続スペース６４に近接する一端には前記主動テーパーブロッ
ク９５と前記従動テーパーブロック７６と接触し接続されるプッシュブロック６２が固定
接続され、前記パンスペース７７の中に位置する前記収納レバー７３には前記パンスペー
ス７７とスライドできるように接続される押圧ボード７５が左右対称して固定接続され、
前記押圧ボード７５のうち前記接続スペース６４から遠離する端面には前記パンスペース
７７の端壁と固定接続される突出しばね７４が固定接続され、前記収納レバー７３のうち
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前記接続スペース６４から遠離する一端の中には前記接続スペース６４から遠離する端壁
が前記接続スロット６０と連通する突出しスロット７２が設置され、前記突出しスロット
７２のうち前記接続スペース６４に近接する端壁には固定ばね７１が固定接続され、前記
固定ばね７１のうち前記接続スペース６４から遠離する一端には前記突出しスロット７２
のうち前記接続スペース６４から遠離する端壁を貫通し且つ前記接続スロット６０の中に
位置する突出しブロック７０が固定接続される。
【００１８】
有益的には、前記伝達機構６３は伝達スペース７９を含み、前記巻軸２０の左側の前記リ
ール１７の中には左端壁が外界空間と連通する伝達スペース７９が設置され、前記伝達ス
ペース９０の上端壁の中には下端壁が前記伝達スペース７９と連通するターンスペース９
０が設置され、前記ターンスペース９０の左端壁の中には下端壁が前記伝達スペース７９
と連通する伝達スロット８５が設置され、前記伝達スペース７９の中には上端が前記ター
ンスペース９０の下端壁を貫通し且つターンスペース９０の中に位置する伝達ボード９３
がスライドできるように接続され、前記駆動軸１３の右端が前記伝達スペース７９の左端
壁を貫通し且つ前記伝達ボード９３と固定接続され、前記ターンスペース９０の前後端壁
の間にはターン軸９１が回転できるように接続され、前記ターン軸９１の軸体にはターン
ギア９２が固定接続され、前記ターンギア９２の下端が前記伝達ボード９３の上端と噛合
接続され、前記ターンギア９２の上端には左端が前記ターンスペース９０の左端壁を貫通
し且つ前記伝達スロット８５の中に位置するターンレバー８９が噛合接続され、前記伝達
スロット８５の中には下端が前記伝達スロット８５の下端壁を貫通し且つ前記伝達スペー
ス７９の中に位置する伝達ブロック８０がスライドできるように接続され、前記伝達ブロ
ック８０の上端の中には左右端壁と下端壁とがいずれも前記伝達スロット８５と連通する
パンスロット８１が設置され、前記パンスロット８１の中には左右両端がそれぞれ前記パ
ンスロット８１の左右端壁を貫通し且つ前記伝達スロット８５とスライドできるように接
続されるパンボード８２がスライドできるように接続され、前記パンボード８２の上端面
には上端が前記パンスロット８１の上端壁を貫通し且つ前記伝達スロット８５の中に位置
するパンブロック８３が固定接続され、前記パンブロック８３の上端面には回型ブロック
８７が固定接続され、前記回型ブロック８７の上端面には上端が前記伝達スロット８５の
上端壁と固定接続される旋転ばね８６が固定接続され、前記回型ブロック８７の中には左
右端壁が前記伝達スロット８５と連通する貫通スペース８８が設置され、前記ターンレバ
ー８９の左端が前記貫通スペース８８の左右端壁を貫通し且つ前記伝達スロット８５の中
に位置し、前記ターンレバー８９の左端には右端が前記貫通スペース８８の左端壁を貫通
し且つ前記貫通スペース８８の中に位置する三角ブロック８４８４が固定接続され、前記
伝達スペース７９の右端壁と前記伝達ボード９３とは従動ばね９４によって連結され、前
記旋転ばね８６がずっと圧縮状態にある。
【００１９】
有益的には、前記整経台１の右壁の中に設けられた警告機構１０８は、ブザー１０７を含
み、前記整経台１の右端面の中には発音体１０５が設置され、前記整経台１の右端面には
前記ブザー１０７が固定接続され、前記ブザー１０７と前記発音体１０５との間はデータ
ライン１０６を介して接続され、前記警告機構１０８の作用は巻軸２０を取り替えた後、
ブザー１０７が作動して装置の取り付けの完了を提示することである。
【００２０】
具体的な使用方法：本発明は作動する中、巻軸２０とリール１７がパンボード１９の上側
に位置する時、移動モータ３０が作動し、これにより移動軸２９を回転駆動させ、これに
より移動柱２３が左へ運動し、これによりプッシュ軸２５が左へ運動し、プッシュ軸２５
の左端が接続スロット６０の中に進入し、プッシュ軸２５の運動に連動させられて押圧レ
バー６８が右へ運動し、これにより主動テーパーブロック９５が右へ運動し、同時に押圧
レバー６８の運動によってタンデムレバー９８と接続柱９７と接続レバー９９とプッシュ
柱１００を連動させて右へ運動させ、これによりプッシュギア１０１を回転駆動させ、こ
れによりプッシュレバー７８を左へ運動させ、これにより従動テーパーブロック７６を連
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動させて左へ運動させ、これによりプッシュブロック６２を連動させて接続スペース６４
の中心から遠離する方向へ運動させ、これにより収納レバー７３を連動させて接続スペー
ス６４の中心から遠離する方向へ運動させ、これにより突出しブロック７０を連動させて
収納スロット６１に進入させ、プッシュ軸２５が左へ運動してリール１７を動かす時、駆
動軸１３の右端が伝達スペース７９の中に進入し、これにより伝達ボード９３を連動させ
て右へ運動させ、これによりターンギア９２を回転駆動させ、これによりターンレバー８
９を連動させて左へ運動させ、これにより三角ブロック８４を連動させて次第に貫通スペ
ース８８から遠離させ、これにより旋転ばね８６によって回型ブロック８７を連動させて
下へ運動させ、これにより伝達ブロック８０を連動させて下へ運動させ、これにより伝達
ブロック８０をプッシュボード１４と当接させ、上記二つのプロセスが完了した時、リミ
ットスロット２１の左端壁と巻軸２０の左側のリール１７の左端面との間に一定の距離が
あり、同時に移動ボード１９の中に位置するリフトスロット１８がリフトスペース８と連
通し、この時主動電磁石４１と従動電磁石２が作動を停止し、これによりリフトばね３に
よってリフトボード４を連動させて上昇させ、これにより固定ブロック７とリフトブロッ
ク３１とを連動させて上昇させ、これにより駆動レバー１０と移動レバー２７とを連動さ
せて上昇させ、これにより駆動ボード１１と、巻軸２０と、移動ブロック２６とを上昇さ
せ、同時に支持輪３２をリフトスロット１８に通過させてリール１７の下端と接触させ、
この時紐５１が引き締まり、この時駆動モータ１２が作動し、駆動軸１３の伝動によって
リール１７と巻軸２０とを連動させて回転させ、これによりケーブルを巻き始め、ケーブ
ルが巻くほど巻き軸２０に対する付勢力が大きく、これによりリフトばね３を連動させて
圧縮させ、リール１７の下端面が移動ボード１９の上端面と接触する時、主動電磁石４１
と従動電磁石２とが作動し、これによりリフトボード４を連動させて次第に下降させ、こ
れにより支持輪３２を連動させてリフトスロット１８から離れさせ、駆動モータ１２が作
動を停止し、移動モータ３０が逆方向で回転し、これにより移動軸２９を逆方向で回転さ
せ、これにより移動柱２３と移動ボード１９とを連動させて右へ運動させ、これによりプ
ッシュ軸２５を連動させて右へ運動させ、押圧レバー６８が比較的に左へ運動することに
つれて、これにより前記主動テーパーブロック９５と前記従動テーパーブロック７６とが
連動させられて接続スペース６４の中心から遠離する方向へ運動し、これにより突出しブ
ロック７０を連動させて収納スロット６１から遠離させ、突出しブロック７０が収納スロ
ット６１から離れる時、リミットスロット２１の左端壁と巻軸２０の左側のリール１７の
左端面とが接触し、これにより伝達ボード９３を連動させて従動ばね９４の付勢力のもと
で左へ運動させ、これにより三角ブロック８４８４を連動させて右へ運動して次第に貫通
スペース８８に進入させ、これにより回型ブロック８７と伝達ブロック８０とを連動させ
て上へ運動して伝達スペースから離れさせ、これにより駆動軸１３が伝達スペース７９か
ら離れた後、移動モータ３０が作動を停止し、同時にリフトボード４の下降によって紐５
１を緩め、これにより回転ボード４８がトーションスプリング（付図には示していない）
の作用のもとで回転し、これによりケーブルがいっぱい巻かれたリール１７を動かして前
へ運動させ、これによりケーブルがいっぱい巻かれたリール１７が昇降ボード４４の上側
まで運動させ、これにより昇降ボード４４を連動させて下降させ、これによりチェーン４
３と麻縄４５とを緩め、これにより主動ラック３５を伸縮ばね５９の作用のもとで後へ運
動させ、これによりラックギア３６を回転駆動させ、これにより従動ラック３７を連動さ
せて前へ運動させ、これによりロープ５７の伝動により遮断ブロック５０を連動させて昇
降スペース５６の中に進入させ、回転ボード４８が圧されて回転スロット４９の中に戻り
、チェーン４３が緩めになったため、従動ボード５４がトーションスプリング（付図には
示していない）の作用のもとで空の巻軸２０とリール１７とを連動させて移動ボード１９
の上側に移動させ、これにより上記プロセスを繰り返し、この装置は構造が簡単で、操作
が便利で、リフト機構２８の作用によって回転している巻軸２０とリール１７とをサポー
トし、これにより装置の安定性を改善し、同時に巻軸２０にケーブルが巻かれて重量が次
第に増加している時、リフト機構２８の作用によって巻軸２０から駆動軸１３とプッシュ
軸２５とに対する剪断応力を弱め、これにより軸の使用寿命を増加し、機械的伝達によっ
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て巻軸を自動に交換でき、これにより加工効率を高め、労働力を節約する。
【００２１】
本分野の技術者にとって、本発明は上記の模範の実施例の細部に限らなく、本発明の意義
また基本的な特徴から背離しない状況で、その他の具体的な形式で本発明を実現できる。
だから、どこから見てもこの実施例を模範で制限性ではないことと見なして、本発明の範
囲は添付の権利要求に限定され、権利要求の同等重要書類の意味と範囲に落ちる全部の変
化を本発明に包括させる。権利要求の中の全ての附図マークを権利要求を制限することと
見なしないである。
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